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一　

は
じ
め
に

　

他
の
場
所
へ
の
身
体
的
移
動
と
し
て
の
旅
行
は
、
期
待
し
て
い
た
モ
ノ
・
コ
ト

と
の
出
合
い
や
偶
発
的
な
出
来
事
な
ど
に
よ
っ
て
、
旅
人
に
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

も
た
ら
す
。
本
稿
は
、
旅
人
た
ち
が
妙
義
山
の
岩
山
に
登
り
、
風
景
を
眺
め
た
経

験
を
取
り
上
げ
た
前
稿
（
関
戸
二
〇
二
三
）
に
続
く
も
の
で
あ
り
、
伊
香
保
温
泉

を
対
象
と
す
る
。

　

『
国
民
新
聞
』
に
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
一
一
月
か
ら
半
年
に
わ
た
っ
て

連
載
さ
れ
た
徳
冨
蘆
花
『
不ほ

と
と
ぎ
す

如
帰
』
で
は
、
主
人
公
の
新
婚
旅
行
先
と
し
て
伊
香

保
が
描
か
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
名
を
広
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
群
馬
県
立

土
屋
文
明
記
念
文
学
館
で
は
、
企
画
展
『
榛
名
・
伊
香
保
文
学
紀
行
―
旅
人
た
ち

の
も
の
が
た
り
―
』
が
開
催
さ
れ
（
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
二
〇
〇
八

ａ
）、
紀
行
文
を
集
め
た
『
青
き
上
に
―
榛
名
・
伊
香
保
文
学
紀
行
―
』
の
編
纂

も
な
さ
れ
て
い
る
（
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
二
〇
〇
八
ｂ
）。
こ
の
よ

う
に
伊
香
保
に
関
す
る
作
品
は
豊
富
に
残
さ
れ
て
お
り
、
格
好
の
題
材
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

本
稿
の
目
的
は
、
伊
香
保
を
訪
れ
た
文
人
・
知
識
人
の
書
き
残
し
た
テ
キ
ス
ト

を
も
と
に
旅
行
先
で
の
経
験
を
把
握
し
、
明
治
・
大
正
期
の
伊
香
保
温
泉
が
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
を
、
関
連
資
料
か
ら
詳
ら
か
に
す
る

こ
と
に
あ
る
。
鉄
道
普
及
前
後
の
温
泉
地
へ
の
旅
行
経
験
を
読
み
解
く
一
例
と
し

た
い
。

　

以
下
で
は
、
二
に
お
い
て
伊
香
保
の
社
会
構
造
、
滞
在
の
仕
組
み
、
交
通
手
段

を
概
観
す
る
。
そ
し
て
三
で
は
大
槻
文
彦
の
「
上
毛
温
泉
遊
記
」『
伊
香
保
志
』

「
伊
香
保
行
」、
四
で
は
成
島
柳
北
の
「
あ
た
ま
の
洗
濯
」「
四
日
ノ
菖
蒲
」、
五
で

は
『
伊
香
保
み
や
げ
』
掲
載
の
作
品
を
取
り
上
げ
る
。
三
と
四
は
明
治
前
期
、
五

は
大
正
期
を
お
も
に
扱
う
こ
と
に
な
る
。

　

本
稿
で
は
、
引
用
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
旧
字
体
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
改

め
た
。
一
部
で
用
字
を
変
更
し
て
お
り
、
振
り
仮
名
や
句
読
点
に
つ
い
て
は
、
筆

者
の
判
断
に
よ
り
適
宜
加
除
を
行
っ
た
。
引
用
文
に
は
現
在
か
ら
み
れ
ば
不
適
切

な
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
歴
史
的
文
脈
を
尊
重
し
て
原
典
の
ま
ま

と
し
て
い
る
。
三
か
ら
五
の
節
の
初
出
で
は
、
著
者
・
刊
行
年
・
参
照
ペ
ー
ジ
を

明
記
し
た
が
、
そ
れ
以
下
は
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
同
じ
節
内
で
は
参
照
ペ
ー

ジ
の
み
を
記
し
た
。

群馬大学共同教育学部紀要　人文・社会科学編　第 73巻　47―64頁　2024

―　　―47



二　

伊
香
保
の
社
会
構
造
と
交
通
手
段
の
変
化

１　

社
会
構
造
と
温
泉
の
利
用
形
態

　

伊
香
保
温
泉
は
、
群
馬
県
の
中
央
部
、
榛
名
山
北
東
の
山
腹
に
位
置
し
て
お

り
、
標
高
七
三
〇
〜
八
〇
〇
ｍ
の
斜
面
に
、
温
泉
地
の
中
核
と
な
る
石
段
街
が
形

成
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。

　

伊
香
保
の
温
泉
利
用
は
社
会
構
造
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
（
伊
香
保
町
教

育
委
員
会
一
九
七
〇
、
一
三
九
〜
一
六
八
頁
、
北
條
一
九
六
三
）。
伊
香
保
の
本

百
姓
は
、
近
世
を
通
し
て
中
世
の
土
豪
を
起
源
と
す
る
一
四
軒
の
大
屋
に
固
定
さ

れ
て
お
り
、
大
屋
は
、
屋
敷
地
・
耕
地
・
温
泉
権
を
世
襲
し
て
独
占
し
、
門
屋
・

店
借
と
い
う
従
属
層
を
抱
え
て
い
た
。
大
屋
一
四
軒
の
う
ち
、
一
二
軒
に
十
二
支

を
、
残
り
二
軒
に
乾
・
坤
を
冠
し
て
、
そ
の
干
支
の
年
に
年
番
で
名
主
を
勤
め
る

制
度
が
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
ま
で
続
い
た
。
山
村
（
一
九
六
九
）
で
は
、
伊

香
保
は
地
元
資
本
が
温
泉
権
・
土
地
所
有
権
を
独
占
し
、
温
泉
共
同
体
的
・
閉
鎖

的
性
格
を
示
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
新
し
い
観
光
開
発
の

ブ
レ
ー
キ
と
な
っ
て
い
る
伝
統
的
温
泉
観
光
集
落
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

　

温
泉
は
市
街
地
の
南
に
あ
る
源
泉
か
ら
大
堰
を
通
し
、
そ
こ

か
ら
決
め
ら
れ
た
大
き
さ
の
小
間
口
よ
り
湯
が
分
け
ら
れ
て
大

屋
の
屋
敷
地
に
引
き
込
ま
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
温
泉
の

流
量
や
寒
暖
を
め
ぐ
っ
て
は
上
段
の
ほ
う
が
有
利
で
あ
っ
た
。

図
２
お
よ
び
表
１
に
大
屋
の
屋
敷
地
の
配
置
を
示
し
た
。
こ
の

図
で
は
、
湯
の
流
れ
が
朱
線
で
、
そ
の
流
出
口
の
湯
滝
が
枡
形

で
描
か
れ
て
お
り
、
一
四
軒
の
屋
敷
地
に
引
き
込
ま
れ
て
い
る

さ
ま
が
見
て
取
れ
る
。
こ
う
し
た
大
屋
の
屋
敷
地
の
一
部
に
お

い
て
、
門
屋
・
店
借
は
湯
宿
や
商
店
な
ど
を
営
ん
で
い
た
。

　

温
泉
を
め
ぐ
る
権
利
関
係
は
、
明
治
中
期
か
ら
大
き
な
変
化

を
生
じ
た
。
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
の
大
火
を
機
に
し
た

経
済
的
危
機
に
よ
っ
て
、
社
会
構
造
が
次
第
に
変
動
し
、
温
泉

利
用
権
の
小
間
口
が
分
割
さ
れ
て
旧
門
屋
層
や
外
部
資
本
に

よ
っ
て
買
い
取
ら
れ
て
い
っ
た
（
千
葉
ほ
か
一
九
六
四
）。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
変
動
の
実
態
を
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）

年
の
鳥
瞰
図
か
ら
読
み
解
き
た
い
。
伊
香
保
温
泉
の
鳥
瞰
図

は
、
北
か
ら
南
へ
と
俯
瞰
す
る
構
図
を
基
本
と
し
、
伊
香
保
神

社
を
上
部
に
置
い
て
石
段
街
を
描
い
て
い
る
。
図
の
中
に
は
、

図１　伊香保温泉と周辺地域

基図：20万分の 1「宇都宮」「長野」1894年修正
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旧
大
屋
層
と
旧
門
屋
層
に
み
ら
れ
る
建
物
の
規
模
の
差
が
写
実
的
に
表
現
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
図
３
で
は
、
石
段
の
中
央
に
湯
樋
が
描
か
れ
て
お
り
、
石

段
に
面
し
た
通
り
沿
い
に
は
小
規
模
旅
館
と
商
店
が
建
ち
並
び
、
複
数
の
建
物
を

有
す
る
規
模
の
大
き
な
旅
館
は
石
段
か
ら
奥
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
み
ら
れ
る
。

　

表
２
か
ら
は
、
一
四
軒
の
旧
大
屋
の
半
数
以

上
が
す
で
に
な
く
、
新
た
な
経
営
者
に
入
れ
替

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
、
⑱

岸
権
三
郎
、
㉑
木
暮
金
太
夫
、
㉔
木
暮
武
太

夫
、
34
千
明
三
郎
の
四
軒
が
第
二
次
世
界
大
戦

後
ま
で
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
宿
の
経
営
者

が
交
代
し
て
も
、
石
段
の
奥
に
大
規
模
旅
館
が

位
置
す
る
と
い
う
基
本
的
な
構
成
は
、
明
治
期

か
ら
昭
和
初
期
の
鳥
瞰
図
を
通
覧
し
て
も
ほ
と

ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
（
関
戸
二
〇
〇
二
）。

　

図
３
の
左
奥
に
は
御
用
邸
が
み
え
る
。
こ
れ

は
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
設
置
さ
れ
た

も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
保
養
地
と
し
て
の
伊
香
保
の
名
声
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
右
端
の
向
山
に
は
岩
崎
別
荘
が
あ
る
。
三
菱
財
閥
の
岩
崎
弥
之
助
は
一

八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
か
ら
一
八
八
九
年
に
か
け
て
温
泉
権
を
買
い
受
け
て
い

る
（
北
條
一
九
六
三
、
一
二
七
〜
一
三
三
頁
）。

表１　伊香保温泉の大屋一覧

1 丑 木暮八郎 2 申 岸又太郎

3 卯 島田平八郎 4 未 大島甚左衛門

5 寅 木暮金太夫 6 辰 岸権三郎

7 子 木暮武太夫 8 巳 岸六左衛門

9 戌 後閑弥六 10 午 永井喜八郎

11 亥 島田千三郎 12 酉 千明三郎

13 坤 島田権六 14 乾 福田金七郎

大屋の表記は『伊香保志』にしたがった。

数字は図 2の丸数字に対応。

図２　大屋の屋敷地の配置

高い位置が上になるように原図を回転した。

『伊香保志』（1882年）所収「伊香保町全図」
（早稲田大学図書館所蔵）

図３　明治中期の伊香保における温泉宿の分布

基図：町田太郎／印刷発行「上州伊香保礦泉場名所全図」1892年（筆者蔵）
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２　

温
泉
宿
で
の
滞
在
の
仕
組
み

　

明
治
前
期
に
は
、
温
泉
宿
で
の
滞
在
は
宿
泊
と
食
事
が
分
離
し
て
お
り
、
湯
治

客
は
自
炊
を
基
本
と
し
て
い
た
。
商
人
が
宿
に
出
入
り
し
、
必
要
な
物
を
客
に
売

り
歩
い
て
い
た
。

　

一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
の
『
伊
香
保
温
泉
独
案
内
』
に
は
戸
長
役
場
に
お

い
て
取
り
決
め
た
価
格
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
座
敷
の
善
し
悪
し
に
よ
っ
て
幾
ら

か
の
差
は
あ
る
と
し
つ
つ
、
部
屋
代
は
一
週
間
が
基
本
と
な
っ
て
い
て
、
眺
め
の

よ
い
座
敷
が
一
円
五
〇
銭
、
相
部
屋
だ
と
一
人
四
銭
五
厘
、
夜
具
は
一
日
ご
と
に

二
銭
か
ら
一
銭
二
厘
と
幅
が
あ
る
（
表
３
）。
当
時
は
人
を
雇
っ
て
炊
事
を
頼
む

か
、
自
炊
す
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
薪
一
個
は
二
銭
、
飯
焚
き

賃
は
三
人
ま
で
が
一
週
間
一
二
銭
五
厘
と
い
っ
た
価
格
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。

　

食
べ
物
と
し
て
は
次
の
も
の
を
掲
げ
て
い
る
が
、
魚
・
鳥
・
獣
肉
は
時
々
欠
乏

す
る
と
あ
る
（
森
本
一
八
八
〇
、
一
四
頁
）。
近
場
か
ら
調
達
さ
れ
る
食
材
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

鮎　

鰻　

鱒　

鯉　

鯰　

や
ま
め　

鶏
に
は
と
り
　

家あ
ひ

鴨が
も　

鶉　

雉　

鶡
や
ま
と
り
　

鹿　

猿

　
　

兎　

猪　

鶏た

ま

ご卵　

薯
や
ま
の
い
も蕷　

大
根　

茄
子　

瓜
類　

葱　

芋　

甘
さ
つ
ま
い
も藷　

栗

　
　

柿　

梨　

蕎
麦　

饂う

飩ど
ん　

饅
頭　

餅　

粕
漬
瓜　

下わ

ろ

き等
酒　

豆
類　

干
瓢

　
　

乾ほ
し

海
苔
缶
詰

　

浴
客
必
携
品
は
次
の
と
お
り
で
、
遊
歴
者
以
外
は
持
参
す
る
の
が
よ
い
と
あ
る

（
森
本
一
八
八
〇
、
一
四
〜
一
五
頁
）。
鰹
節
や
食
塩
、
酒
、
缶
詰
の
魚
肉
や
果
物

な
ど
食
料
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
う
し
た
案
内
書
の
読
者
は
、
近
隣
の
湯
治

客
で
は
な
く
、
東
京
方
面
か
ら
の
知
識
人
な
ど
を
想
定
し
て
い
た
た
め
、
品
質
の

よ
く
な
い
も
の
を
避
け
る
用
意
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

寒
暖
計　

望
遠
鏡　

洋
ブ
ラ
ン
ケ
ツ
ト
氈　

シ
ヤ
ツ　

小
刀　

瓶キ
ル
ク
ヌ
キ

口
抜　

量オ
ン
ス
コ
ツ
プ

目
杯　

書
籍
類　

長
手
拭　

上
等
鰹
節　

上
等
食
塩　

上
等
酒　

田
麩
類　

管
（
マ
マ
）詰
魚
獣
の
肉　
　

仝
果
類　

湯
葉　

椎
茸　

葛
粉

　

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
の
案
内
書
で
は
、
以
下
に
要
約
す
る
よ
う
な
「
浴

客
の
心
得
」
と
な
っ
て
い
た
（
木
暮
一
八
九
七
、
三
三
〜
三
六
頁
）。

　

伊
香
保
温
泉
に
は
、
宿

や
ど
ま
か
な
い

賄
、
室し
つ

貸が
し

の
両
方
が
あ
る
が
、
滞
在
者
の
た
め
に
は
自

炊
の
ほ
う
が
便
利
で
あ
る
。
浴
客
の
立
場
で
い
え
ば
、
好
み
の
客
舎
で
部
屋
を
見

立
て
て
、
夜
具
も
相
応
の
物
を
注
文
し
、
飯め

し

焚た
き

婦ふ

も
普
通
飯
焚
婦
、
雇
や
と
い

切ぎ
り

等
が
あ

り
、
好
み
の
者
を
雇
い
入
れ
て
、
我
が
意
の
ま
ま
に
食
べ
物
を
煮
焚
き
さ
せ
る

と
、
自
宅
で
寝
起
き
す
る
の
と
同
様
の
感
が
あ
る
。
病
人
に
と
っ
て
は
、
宿
の
賄

い
を
待
っ
て
適
当
で
な
い
物
を
忍
ん
で
飲
食
す
る
よ
う
な
憂
い
が
な
く
、
経
済
的

に
も
い
た
っ
て
簡
便
で
あ
る
。
投
宿
の
際
に
は
、
第
一
に
室
料
、
夜
具
損
料
、
下か

婢ひ

の
給
料
等
に
つ
い
て
、
一
週
間
ど
れ
く
ら
い
か
を
問
い
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
他
飲
食
物
の
価
格
は
取
締
所
に
お
い
て
時
々
の
相
場
を
営
業
者
に
報
告
し
、

一
定
の
相
場
で
客
に
収
め
る
規
定
で
あ
る
。
入
浴
の
回
数
は
一
日
二
、
三
回
が
適

当
で
、
お
お
よ
そ
三
週
間
を
通
例
の
期
限
と
す
る
。

表２　1892（明治25）年における温泉宿の一覧
1 岫雲楼 島田多朔

2 福一楼 福田輿重

3 香山楼 村松秀茂

4 福田屋 亘連三

5 叶屋 大塚政五郎

6 梅屋 梅村茂二郎

7 福田屋 福田善十郎

8 アブラ屋 萩原清四郎

9 カシワ屋 茂木忠造

10 山城屋 真淵熊蔵

11 新井屋 一倉半平

12 吉田屋 金井忠作

13 古久屋 森田喜三郎

14 香雲館 塚越七平

15 フヂノ屋 齋藤仙助

16 タバコ屋 横手信太郎

17 丸本屋 萩原亀太郎

18 浴蘭楼 岸権三郎

19 キバチ屋 宮田ヒロ

20 河内屋 羽鳥善吉

21 杷翠楼 木暮金太夫

22 シンブンヤ 森田昌太郎

23 キムラ屋 木村利平

24 聚遠館 木暮武太夫

25 原沢屋 宮田清六

26 洗心館 大島甚左衛門

27 金田屋 金田辰造

28 中沢屋 中沢五郎平

29 才田屋 齋藤長吉

30 松葉屋 萩原重朔

31 後閑楼 都丸要吉

32 森田館 森田秋三郎

33 鉱栄館 石坂恵十郎

34 仁泉亭 千明三郎

35 カメ屋 金井市太郎

36 マチダ屋 町田市太郎

37 山一屋 宮下守太郎

38 八百屋 齋藤卯之助

－ 寺島屋 寺島金四郎

－ 松島屋 新里ソメ

－ スミヨシ屋 田中伝八郎

－ 吉野屋 半田飯七

－ 中澤屋 中沢歌吉

宿名と経営者の表記は鳥瞰図にしたがった。数字は図 3の丸数字に対応。
－は図中の記号が判読不能または記載なし。
町田太郎／印刷発行「上州伊香保礦泉場名所全図」1892年より作成。
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表
４
に
示
し
た
よ
う
に
、
食
事
付
き
の
旅
籠
料
（
宿
賄
）
の
設
定
も
あ
っ
た

が
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
、
炊
事
を
人
に
頼
む
か
、
自
炊
す
る
か
を
選
び
、
座

敷
一
間
を
一
週
間
単
位
で
借
り
る
ほ
う
が
主
流
で
あ
っ
た
。

３　

伊
香
保
ま
で
の
交
通
手
段

　

こ
こ
で
は
東
京
か
ら
伊
香
保
に
至
る
交
通
手
段
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

鉄
道
開
通
以
前
、
東
京
・
高
崎
間
の
馬
車
輸
送
は
、
一
八
八
〇
年
に
は
次
の
よ

う
に
案
内
さ
れ
て
い
た
（
森
本
一
八
八
〇
、
一
〜
八
頁
）。
東
京
と
高
崎
・
前
橋

の
間
に
は
毎
日
乗
合
馬
車
が
往
復
し
て
お
り
、
内
神
田
連
雀
町
よ
り
出
発
す
る
。

前
橋
と
の
乗
合
馬
車
の
里
程
と
賃
銭
は
高
崎
と
同
じ
で
あ
る
。
賃
銭
表
は
表
５
の

と
お
り
で
、
一
里
に
つ
き
五
銭
の
割
合
、
東
京
か
ら
の
距
離
は
二
八
里
（
一
一

〇
㎞
）、
賃
銭
は
一
円
四
〇
銭
、
毎
日
午
前
四
時
に
出
発
し
て
午
後
五
時
過
ぎ
に

到
着
す
る
。

　

高
崎
か
ら
伊
香
保
ま
で
の
道
路
は
柏
木
沢
を
経
由
す
る
も
の
が
本
路
と
な
っ
て

い
た
が
（
図
１
参
照
）、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
、
英
照
皇
太
后
に
よ
る
伊

香
保
行
啓
の
折
、
渋
川
か
ら
上
が
る
道
が
県
道
と
な
り
、
幅
二
間
余
に
改
め
ら
れ
、

馬
車
・
人
力
車
が
往
復
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
岸
一
八
八
四
、
一
四
丁
表
）。

　

伊
香
保
よ
り
諸
方
へ
の
駕
籠
、
人
力
車
、
軽
尻
馬
の
賃
銭
表
の
案
内
に
よ
れ
ば

（
表
６
）、
高
崎
・
前
橋
か
ら
伊
香
保
ま
で
は
、
駕
籠
一
円
三
〇
銭
、
人
力
車
七
五

銭
／
七
〇
銭
、
軽
尻
馬
七
五
銭
と
な
っ
て
い
る
。
駕
籠
に
つ
い
て
は
榛
名
山
往
復

一
円
一
五
銭
、
四
万
温
泉
二
円
、
草
津
温
泉
三
円
二
五
銭
な
ど
と
あ
る
が
、
人
力

車
は
道
路
事
情
も
あ
っ
て
か
山
間
部
に
向
か
う
設
定
は
な
い
。
い
ず
れ
も
午
前
一

〇
時
を
過
ぎ
て
雇
う
と
き
に
は
割
り
増
し
料
金
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

上
野
と
高
崎
を
結
ぶ
日
本
鉄
道
は
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
五
月
に
全
線
開

通
し
、
同
年
八
月
に
利
根
川
西
岸
の
前
橋
駅
ま
で
延
伸
さ
れ
た
。
利
根
川
に
橋
梁

を
か
け
東
岸
に
前
橋
駅
が
置
か
れ
て
両
毛
鉄
道
と
接
続
し
た
の
は
、一
八
八
九（
明

治
二
二
）
年
一
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
関
戸
二
〇
二
〇
）。
い
ず
れ
の
路
線
も

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
に
国
有
化
さ
れ
た
。
さ
ら
に
上
越
南
線
（
後
の
上
越

線
）
新
前
橋 

・
渋
川
間
が
開
業
す
る
の
は
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
で
あ
る
。

　

一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
の
松
永
武
英
『
鉄
道
汽
車
便
覧
表
』
に
よ
れ
ば
、

上
野
・
高
崎
間
は
一
日
四
往
復
で
、
上
野
五
時
二
五
分
発
・
高
崎
九
時
二
四
分

着
、
高
崎
九
時
三
〇
分
発
・
上
野
一
三
時
二
七
分
着
と
い
っ
た
時
刻
が
示
さ
れ
て

表３　温泉客舎申し合わせ諸価・賃銭表（1880年）
1週間 1日 1個
円銭厘 銭厘 銭厘

表座敷八畳一間 1.50.0
裏座敷一間 1.00.0
入込み一人分席料 0.04.5
薪 2.0
布巾 2.0
湯下駄 3.0
付け木 0.4
上夜具 2.0
中夜具 1.6
並夜具 1.2
飯焚賃三客まで 0.12.5
森本春（1880）『伊香保温泉独案内』より作成

表４　座敷料・夜具損料・旅籠料の料金（1897年）
1週間 1日

円銭 円銭

御座敷料一間 0.70～2.50
夜具　一夜一組 0.03～0.25
旅籠料上等 0.70
旅籠料中等 0.45
旅籠料並 0.30
木暮三郎（1897）『伊香保の温泉』より作成

表５　東京からの乗合馬車の

　　　賃銭表（1880年）
里 円銭

板 橋 2 0.10
浦 和 6 0.30
上 尾 10 0.50
鴻 巣 13 0.65
熊 谷 17 0.85
新 町 25 1.25
高 崎 28 1.40
森本春（1880）『伊香保温泉独案内』
より作成

表６　伊香保より諸方への賃銭表（1880年）
駕籠 1挺

円銭
人力車 1挺

円銭
軽尻馬 1匹

円銭

水 沢 0.35 0.25 0.20
渋 川 0.60 0.40 0.30
金 古 0.90 ― 0.50
高 崎 1.30 0.75 0.75
前 橋 1.30 0.70 0.75
中之条 1.15 ― 0.60
四 万 2.00 ― ―
草 津 3.25 ― ―
榛名山 0.75 ― ―
同往復 1.15 ― ―

森本春（1880）『伊香保温泉独案内』より作成
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い
る
。
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
の
風
月
庄
左
衛
門
『
汽
車
時
間
賃
金
表
』
で

は
、
上
野
・
高
崎
間
は
一
日
六
往
復
に
増
え
て
い
る
。
時
刻
は
、
上
野
六
時
発
・

高
崎
九
時
一
五
分
着
、
高
崎
九
時
二
一
分
発
・
上
野
一
二
時
三
〇
分
着
な
ど
と

な
っ
て
い
て
、
三
時
間
余
り
と
所
要
時
間
が
短
縮
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
高
崎
駅
前
と
渋
川
、
前
橋
駅
前
と
渋
川
を
結
ぶ
馬
車
鉄
道
が
、
そ
れ
ぞ

れ
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
と
翌
年
に
開
業
し
た
。
馬
車
鉄
道
は
道
路
に
敷
設

し
た
軌
道
の
上
を
馬
車
が
走
る
も
の
で
、
一
日
一
二
往
復
、
一
人
二
四
銭
／
二
一

銭
と
な
っ
て
い
て
、
一
二
人
乗
り
一
車
を
貸
し
切
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
（
表

７
）。
さ
ら
に
二
つ
の
路
線
は
前
橋
市
で
一
府
一
四
県
連
合
共
進
会
の
開
催
さ
れ

た
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
電
化
さ
れ
、
同
年
に
渋
川
か
ら
伊
香
保
温
泉
を

つ
な
ぐ
伊
香
保
電
気
軌
道
も
開
業
し
た
。
こ
う
し
た
鉄
道
の
開
業
に
よ
っ
て
、
東

京
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
た
。

　

表
８
に
は
明
治
前
期
の
入
浴
客
総
数
を
示
し
た
。
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年

に
落
ち
込
ん
で
い
る
の
は
、
こ
の
年
三
月
に
一
〇
〇
軒
余
が
焼
失
し
た
大
火
が

あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。『
日
本
鉱
泉
誌
』
に
よ
る
二
万
四
八
八
三
人
と
い
う
入
浴

客
数
は
、
日
本
全
体
で
み
て
も
二
三
位
と
い
う
高
い
順
位
に
あ
っ
た
（
関
戸
二
〇

〇
七
、
四
六
頁
）。
と
は
い
え
、
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
の
月
別
の
数
値
を

み
る
と
、
一
一
月
下
旬
か
ら
二
月
中
旬
ま
で
入
浴
客
は
な
く
、
春
か
ら
秋
ま
で
の

季
節
的
営
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
鉄
道
接
続
後
の
大
正
期
に
な

る
と
、
伊
香
保
は
二
二
・
七
万
人
の
入
浴
客
を
迎
え
て
お
り
、
全
国
入
浴
客
ラ
ン

キ
ン
グ
で
も
一
〇
位
に
上
昇
し
て
い
る
（
関
戸
二
〇
〇
七
、
八
五
頁
）。

三　

大
槻
文
彦
の
作
品

　

大
槻
文
彦
（
一
八
四
七
〜
一
九
二
八
）
は
日
本
で
最
初
の
近
代
的
国
語
辞
典

『
言
海
』（
一
八
八
九
〜
九
一
年
）
を
編
纂
し
た
国
語
学
者
で
、
一
八
七
九
（
明
治

一
二
）
年
に
群
馬
の
温
泉
地
を
遊
覧
し
て
い
る
。
こ
の
当
時
は
文
部
省
に
勤
務
し

て
お
り
、
休
暇
三
〇
日
を
も
ら
い
、
三
〜
四
年
来
、
ど
こ
へ
も
旅
遊
し
て
い
な
い

の
で
伊
香
保
で
湯
治
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
と
あ
る
。
紀
行
文
「
上
毛
温
泉
遊

記
」
は
『
復
軒
旅
日
記
』（
一
九
三
八
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

１　

「
上
毛
温
泉
遊
記
」

　

大
槻
文
彦
は
、
八
月
七
日
夕
方
に
浅
草
北
富
坂
町
の
自
宅
を
出
て
、
万
世
橋
に

あ
る
開
盛
社
と
い
う
馬
車
業
者
の
宿
に
泊
ま
り
、
八
日
午
前
二
時
に
出
発
。
中
山

道
を
行
き
鴻
巣
で
朝
食
を
と
り
、
午
後
三
時
過
ぎ
に
高
崎
に
到
着
し
、
そ
こ
で
宿

泊
し
た
。
九
日
五
時
、
馬
に
て
出
立
し
、
三
国
街
道
か
ら
柏
木
沢
、
水
沢
を
経

て
、
午
前
一
一
時
半
に
伊
香
保
の
木
暮
八
郎
の
宿
（
図
２
①
）
に
到
着
し
た
。
一

か
月
ほ
ど
の
滞
在
中
、
船
尾
滝
、
二
ツ
岳
の
蒸
し
湯
、
榛
名
山
な
ど
の
名
勝
を
め

ぐ
り
、
多
く
の
知
人
と
交
遊
を
深
め
て
お
り
、「
遊
浴
中
の
興
も
い
と
多
し
」
と

あ
る
（
大
槻
一
九
三
八
、
一
〜
二
頁
）。
九
月
六
日
か
ら
一
〇
日
に
か
け
て
は
、

博
物
学
者
・
田
中
芳
雄
と
と
も
に
、
四
万
や
草
津
な
ど
を
周
遊
し
た
。
伊
香
保
滞

在
中
に
交
遊
し
た
一
人
に
岸
田
吟
香
が
お
り
、
彼
の
手
を
経
て
、
紀
行
文
の
抄
録

が
同
年
九
月
二
二
日
か
ら
二
九
日
に
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

帰
路
は
九
月
一
四
日
に
伊
香
保
を
人
力
車
に
て
出
立
。
渋
川
に
出
て
堀
口
藍
園

表７　 高崎・前橋から渋川までの馬車鉄道の 
賃銭表（1897年）

1人
円銭

並貸切
円銭

上貸切
円銭

高崎・渋川 0.24 2.88 3.50
前橋・渋川 0.21 2.50 3.50
木暮三郎（1897）『伊香保の温泉』より作成

表８　明治前期における伊香保温泉の入浴客数

年別 人 月別 人

1874年 14,726 1881年 1月 0
1875年 16,081 2月 111
1876年 17,519 3月 2,506
1877年 17,978 4月 4,055
1878年 8,981 5月 3,445
1879年 19,077 6月 2,708
1880年 20,538 7月 5,329
1881年 30,483 8月 5,570

9月 6,093
1880‒ 10月 2,819
　82年 24,883 11月 417

12月 0
月別計と総計は一致しないが原典のまま記載した。
吾妻健三郎（1885）『伊香保温泉略説』より作成。
1880‒82年の数値は『日本鉱泉誌』による。

関　戸　明　子

―　　―52



を
訪
ね
、
午
後
二
時
に
高
崎
に
到
着
。
連
日
の
雨
で
烏
川
と
神
流
川
が
増
水
し
た

た
め
昨
日
よ
り
川
留
め
と
な
っ
て
い
た
が
、
今
夕
に
立
つ
広
運
舎
の
夜
馬
車
が
あ

る
と
聞
き
、
旅
店
で
休
憩
、
夕
食
を
と
っ
て
午
後
七
時
に
出
発
。
船
で
二
つ
の
川

を
渡
り
、
夜
半
に
熊
谷
を
過
ぎ
、
一
五
日
午
前
九
時
に
内
神
田
淡
路
町
の
広
運
舎

に
到
着
し
、
一
〇
時
半
に
帰
宅
し
た
（
三
一
〜
三
二
頁
）。
往
路
復
路
と
も
二
日

ほ
ど
を
要
し
て
い
る
。

２　

『
伊
香
保
志
』

　

『
伊
香
保
志
』
は
、
滞
在
中
に
宿
の
主
人
・
木
暮
八
郎
に
請
わ
れ
て
大
槻
文
彦

が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
に
三
巻
の
木
版

和
装
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
巻
一
に
は
東
京
か
ら
伊
香
保
ま
で
道
中
記
と
村
の

地
理
や
湯
治
の
心
得
な
ど
、
巻
二
に
は
一
帯
の
名
跡
・
名
勝
、
巻
三
に
は
伊
香
保

の
歴
史
や
古
今
の
詩
歌
・
紀
行
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
紀
行
文
「
上
毛
温
泉
遊

記
」に
は
伊
香
保
の
こ
と
は
詳
し
く
な
く
、『
伊
香
保
志
』に
て
知
る
べ
し
と
あ
る
。

　

本
書
は
貴
重
な
地
誌
的
情
報
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
以
下
に
は
、
巻
一
の

「
伊
香
保
村
」（
大
槻
一
八
八
二
、
二
丁
表
〜
七
丁
裏
）、「
温
泉
」（
七
丁
裏
〜
一

〇
表
）
の
二
つ
の
節
の
翻
刻
を
掲
載
す
る
。
本
書
に
は
独
特
の
振
り
仮
名
が
付
さ

れ
て
い
る
の
で
省
略
せ
ず
に
、
す
べ
て
原
文
の
ま
ま
と
し
て
い
る
。
割
註
の
部
分

は
、〈　

〉
に
入
れ
て
一
行
に
表
記
し
た
。
ま
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
注
釈
の
た

め
に
加
え
た
。

　

「
伊
香
保
村
」
で
は
、
Ａ
に
村
の
地
勢
と
家
々
が
段
ご
と
に
高
く
な
っ
て
い
る

さ
ま
、
Ｂ
に
市
街
の
緯
度
経
度
や
大
火
が
あ
っ
た
こ
と
、
Ｃ
に
石
段
街
の
概
況
が

記
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
に
は
こ
の
地
は
標
高
七
九
〇
ｍ
ほ
ど
で
、
夏
は
空
気
清
涼
で

入
浴
客
が
非
常
に
多
く
、
温
泉
宿
は
三
階
四
階
の
大
き
な
建
物
で
、
一
年
に
三
〜

四
万
人
に
及
ぶ
と
あ
る
。
表
８
と
比
べ
る
と
、
客
数
は
や
や
多
く
な
っ
て
い
る
。

Ｅ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
商
店
や
遊
興
施
設
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
妓
楼
に
つ
い
て
は

一
八
八
三
年
に
廃
止
さ
れ
た

）
1
（

。
Ｆ
に
は
諸
方
へ
の
道
程
と
郵
便
事
情
、
Ｇ
に
は
村

の
土
地
・
戸
数
・
人
口
な
ど
、
Ｈ
に
は
経
済
状
況
と
行
政
事
務
に
関
す
る
説
明
が

あ
る
。
当
地
の
繁
盛
が
続
き
地
価
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
売
上
げ
が
大
き
い

温
泉
宿
は
一
等
県
税
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。

　

伊い

香か

保ほ

村む
ら

Ａ
当た
う

村そ
ん

は
上
野
の
国
群ぐ
ん

馬ば

郡
こ
ほ
り

の
西に
し

北き
た

な
る
連や
ま

山や
ま

の
東
ひ
が
し

北き
た

の
麓
ふ
も
と

に
あ
り
。
市ま

街ち

あ

る
地
は
上

う
へ
の

山や
ま

と
い
へ
る
嶮け
は

し
き
山
の
中な
か

腹ほ
ど

の
側き
り

崖ぎ
し

に
あ
り
、
南
に
山
を
負お

ひ
、
西
は
谷た
に

に
臨の
ぞ

み
、
前ま
へ

は
正ま

北き
た

よ
り
稍や
ゝ

東
に
向む
か

ひ
て
下さ
が

り
、
人じ
ん

家か

は
崖が
け

を
け

づ
り
、
石い

し

垣が
き

を
畳た
ゝ

み
て
宅い
へ

地ゐ

と
す
。
故ゆ
ゑ

に
家い
へ

々〳
〵

の
屋や

の
棟む
ね

は
一い
ち

層だ
ん

は
一
層だ
ん

よ
り

高た
か

く
、
其そ
の

状さ
ま

階は
し

梯ご

の
如
し
。

Ｂ
此
人
家
の
簇

む
ら
が

れ
る
地
の
字あ
ざ

を
香か
う

湯ゆ

と
云
ひ
、
北ほ
く

緯ゐ

三
十
六
度ど

三
十
一
分ふ
ん

、
東と
う

京き
や
う

西せ
い

経け
い

零れ
い

度ど

四
十
九
分
〈
録
威
東
経
百
三
十
八
度
五
十
七
分
三
十
抄
（
秒
）

〉
に
あ

り
、
市ま

街ち

東
西
三
町
、
南
北
四
町
、
棟む
ね

数か
ず

凡
四
五
百
〈
皆
明
治
十
一
年
春
、
市

中

悉
こ
と
〴
〵

く
焼
失
し
て
後
の
新
築
な
り
〉
あ
り
。

Ｃ
中ま

な
か央

に
一ひ
と

条す
ぢ

の
坂さ
か

路み
ち

を
開ひ
ら

き
、
石い
し

段だ
ん

に
て
畳た
ゝ

み
あ
げ
、
人
家
左さ
い
う右

に
建た

ち
並な
ら

び
、
其
外
裏う
ら

町ま
ち

も
あ
り
て
す
べ
て
上か
み

町ま
ち

下し
も

町ま
ち

の
称
と
な
へ

あ
り
〈
町
の
最
上
と
最
下
と

に
て
二
百
尺
の
た（

違
）が
ひ
な
り
〉。
温
泉
は
町ま
ち

よ
り
八
町
ほ
ど
山
の
背
う
し
ろ

に
あ
り
。

筧か
け
ひ

に
て
導
ミ
ち
び

き
来き
た

り
て
、
家い
へ

々〳
〵

へ
引ひ

き
て
内う
ち

湯ゆ

と
す
〈
湯ゆ

樋ど
ひ

の
事
は
詳
に
次
の

温
泉
の
部
に
説
く
〉。

Ｄ
此こ

処ゝ
の
地ち

勢せ
い

、
海う
み

面づ
ら

よ
り
高た
か

き
こ
と
凡
お
よ
そ

二
千
六
百
尺
〈
日
光
よ
り
高
き
五
百

尺
、
草
津
よ
り
低ひ

き（
ル
ビ
マ
マ
）

き
二
千
尺
〉、
山や
ま

間あ
ひ

雲く
も

嵐も
や

の
中
に
あ
り
て
常つ
ね

に
風か
ぜ

多お
ほ

く
、
且

冬
は
寒か

ん

気き

甚
は
な
ハ
だ

し
け
れ
バ
、
家い
へ

居ゐ

は
墻か
き

壁か
べ

屋や

背ね

皆ミ
な

板い
た

を
用
ゐ
る
。
然し
か

れ
ど
も
夏な
つ

は
空く
う

気き

甚
清せ
い

涼
り
や
う

に
し
て
、
極ご
く

暑し
よ

な
る
も
尚な
ほ

華く
わ

氏し

の
寒か
ん

暖だ
ん

計け
い

〈
こ
の
事
、
次
の

温
泉
の
部
に
説
け
り
〉
八
十
度ど

に
昇の
ぼ

る
こ
と
少
す
く
な

く
〈
朝
夕
ハ
凡
七
十
度
位
〉、

浴よ
く

治ぢ

最
も
つ
と
も

効こ
う

能の
う

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
清せ
い

鮮せ
ん

の
空く
う

気き

人か
ら
だ体

に
適か
な

ひ
、
且
暑
あ
つ
さ

を
避さ

く
る
に
宜よ
ろ

し
く
、
又
東
京
と
も
程ほ
ど

遠と
ほ

か
ら
ざ
れ
は
、
夏
は
都と

鄙ひ

の
貴き

賤せ
ん

外
ぐ
わ
い

国こ
く

の
人
ど
も
浴
ゆ
あ
み

す
る
も
の
甚
多
く
、
そ
の
盛
さ
か
り

な
る
と
き
は
一い
ち

時じ

に
凡
四
、
五
千
人

の
客

き
や
く

此こ
ゝ

に
輻ふ
く

輳そ
う

し
て
、
浴や
ど
や館

各
お
の
〳
〵

三さ
ん

層が
い

四し

層か
い

の
巨い

楼へ

を
作つ
く

り
、
皆
数あ
ま
た十
の
客へ

室や

〈
こ
れ
を
壺つ
ぼ

と
い
へ
り
〉
を
設ま
う

け
あ
る
も
家い
へ

々〳
〵

に

殆
ほ
と
ん
ど

空あ
き

室べ
や

な
き
に
至い
た

り
、
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一
年
の
浴き
や
く客

を
算か
ぞ

ふ
れ
バ
、
大
凡
三
四
万
人
〈
三
四
年
来
の
計
算
〉
の
夥
お
ひ
た
ゞ

し

き
に
及
ぶ
と
い
ふ
〈
客
の
来
る
こ
と
四
月
に
始
ま
り
、
十
月
に
終
る
〉。

Ｅ
そ
の
外ほ

か

に
酒ち
や

肆や

、
妓
い
う
ぢ
よ
や
楼
、
雑あ
き
ん
と
ミ
せ

商
舗
、
演し
ば
ゐ劇
、
落は
な
し咄
等な
ど

の
場い
へ

、
倶と
も

に
簇
む
ら
が

り
て
崖が
け

に

拠よ

り
、
笑せ
う

語ご

弦げ
ん

歌か

は
閑か
ん

泉せ
ん

幽い
う

禽き
ん

の
声こ
ゑ

と
相あ
ひ

和く
わ

し
て
日に
ち

夜や

に
絶た

え
ず
。
実じ
つ

に
山さ
ん

谷こ
く

間か
ん

な
る
壺こ

天て
ん

の
一
熱ね
つ

境
き
や
う

な
り
。

Ｆ
当た

う

地ち

よ
り
諸し
よ

方ハ
う

へ
の
里み
ち

程の
り

は
左
の
如
し
。
郵い
う

便び
ん

局
き
よ
く

あ
り
て
四
月
よ
り
九
月
ま

で
は
日ひ

々ゞ
に
音お
ん

信し
ん

を
諸
方
へ
出い
だ

せ
り
〈
十
月
よ
り
三
月
迄
ハ
隔
日
に
出
す
〉。

　
　
　

水ミ
づ

沢さ
ハ

村
〈
東
南
一
里
十
町
〉　

渋し
ぶ

川か
ハ

駅
〈
東
二
里
七
町
〉　

榛は
る

名な

山
〈
西
南

二
里
半
〉　

前ま
へ

橋ば
し

〈
東
南
六
里
〉　

高た
か

崎さ
き

〈
東
南
六
里
〉　

東と
う

京
き
や
う

〈
東
南
三

十
四
里
〉　

四し

万ま
の

温を
ん

泉せ
ん

〈
西
南
九
里
〉　

草く
さ

津つ
の

温を
ん

泉せ
ん

〈
西
南
十
三
里
〉

Ｇ
当た

う

村そ
ん

の
幅ひ
ろ

員さ

は
東
西
二
十
町
余
、
南
北
四
十
町
余
。
東
は
当
村
と
他た

の
六
箇
村

と
の
入い

り

会あ
ひ

秣
ま
ぐ
さ

場ば

に
堺
さ
か
ひ

し
、
南
も
十
八
箇
村
と
の
入
会
秣
場
な
る
上
か
み
の

平ひ
ら

、
二ふ
た

ツ

岳だ
け

に
境
さ
か
ひ

し
、
西
は
春は
る

名な

村
に
、
北
は
湯ゆ

中な
か

子こ

村
、

祖お

母ば

島じ
ま

村
に
隣と
な

る
。
一
村
の
地
大た
い

抵て
い

山
や
ま
の

腹は
ら

の
陵を
り

谷た
に

に
し
て
平ひ
ら

地ち

少
く
、
地と

質ち

黒く
ろ

く
し
て
砂す
な

土
浮か
る

石い
し

と
雑ま
じ

り
、
磽げ
う

确か
く

に
し
て
水す
ゐ

利り

な
く
、
村そ
ん

民ミ
ん

は
香か
う

湯ゆ

の
一い
つ

処し
よ

に
集
あ
つ
ま

り
、
往む
か
し古

は
皆
農の
う

な
り
し
に
今
は
大

抵
浴ゆ

館や

を
業
な
り
ハ
ひ

と
し
、
又
は
雑く
さ

種〴
〵

の
商
あ
き
う
ど

と
な
る
。

今
一
村
の
畠は

た

地ち

四
五
十
町
ち
や
う

歩ぶ

〈
内
宅
地
三
町
六

段
〉、
山さ

ん

林り
ん

二
百
五
十
町
歩
、
家や

数か
ず

百
六
十
六

軒け
ん

、
人に
ん

別べ
つ

六
百
五
十
九
人
あ
り
〈
明
治
十
二
年
夏

の
調

し
ら
べ

な
り
。
戸
数
に
は
社
寺
役
場
を
合
せ
、
人
口

に
ハ
内
に
寄
留
百
一
人
あ
り
〉。

Ｈ
近き

ん

年ね
ん

、
当た
う

地ち

の
繁は
ん

昌
じ
や
う

年と
し

に
加く
ハ

ハ
り
、
宅た
く

地ち

の
地ち

価か

一い
つ

等と
う

な
る
は
一い
つ

段た
ん

三
百
坪つ
ぼ

に
し
て
五
百
廿
五
円

の
貴

た
ふ
と

き
に
至い
た

り
〈
当
県
下
に
て
地
価
の
貴
き
は
、

高
崎
、
前
橋
、
伊
香
保
と
次
第
す
と
云
〉、
又
浴ゆ

店や

の
商
あ
き
な

ふ
高た
か

一
年
二
千
五
百
円
以い
じ

上や
う

な
る
は
一
等

県け
ん

税ぜ
い

十
円
と
定さ
だ

め
ら
る
と
い
ふ
。
当
地
今
、
群ぐ
ん

馬ば

県け
ん

管
く
わ
ん

下か

に
し
て
、
西に
し

群ぐ
ん

馬ば

郡ご
ほ
り

郡ぐ
ん

役や
く

所し
よ

は
高た
か

崎さ
き

に
あ
り
。
当
村
に
戸こ

長
ち
や
う

役や
く

場ば

あ
り
て
、
隣り
ん

村そ
ん

湯ゆ

中な
か

子こ

村
の

事じ

務む

を
兼か

ね
、
又
夏
の
間
ハ
警け
い

察さ
つ

分ぶ
ん

署し
よ

を
置お

き
て
渋し
ぶ

川か
ハ

駅
の
本ほ
ん

署し
よ

に
属ぞ
く

せ
し
む
。

　

「
温
泉
」
で
は
、
ま
ず
伊
香
保
の
源
泉
の
位
置
景
況
が
Ｉ
で
述
べ
ら
れ
、
Ｊ
で

は
石
段
に
設
け
ら
れ
た
湯
樋
か
ら
枝
樋
へ
と
引
湯
さ
れ
て
内
湯
と
な
り
、
廃
湯
も

集
め
ら
れ
て
脱
穀
用
水
車
や
田
畑
用
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
。
小
間
口
や
風

呂
場
に
落
ち
る
湯
滝
は
本
書
の
挿
絵
に
も
描
か
れ
て
い
る
（
図
４
）。
Ｋ
に
は
温

泉
の
温
度
（
摂
氏
四
八
・
九
度
）
や
蒸
湯
の
こ
と
、
Ｌ
に
は
温
泉
の
特
色
、
Ｍ
に

は
源
泉
敷
地
の
地
価
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
関
東
の
な
か
で
は
、
熱
海
、

伊
香
保
、
箱
根
の
順
と
あ
り
、
伊
香
保
の
繁
昌
ぶ
り
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

図４　『伊香保志』（1882年）の挿絵
上の石段街の図には温泉を分ける小間口と湯樋，下の浴室の図

には湯滝から浴槽に湯が注いでいる様子が描かれている。当該

箇所に楕円を付した。（早稲田大学図書館所蔵）
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温を
ん

泉せ
ん

Ｉ
伊い

香か

保ほ

の
温
泉
の
源
ミ
な
も
と

は
、
市ま

街ち

の
南
の
方か
た

、
湯ゆ
の

沢さ
ハ

の
崖き
し

に
沿そ

ひ
て
八
町
程ほ
ど

山

に
入
り
、
湯ゆ

元も
と

と
い
へ
る
渓た
に

間ま

に
あ
り
。
こ
の
渓た
に

の
奥お
く

な
る
崖き
し

の
か（
彼
方
）

な
た

こ（
此
方
）

な
た
よ
り
流な
が

れ
出い

づ
、
湧わ

き
い
づ
る
処
と
こ
ろ

、
凡
八
箇
所
あ
り
。
土と

人じ
ん

は
そ
の
湧わ
き

口く
ち

を
釡か
ま

と
呼よ

び
て
、
西に
し

入い
り

、
鳥と
り

の
地ぢ

獄ご
く

、
吹ふ
き

出だ

し
、
竹た
け

筒づ
ゝ

、
お
は
ぐ
ろ
等な
ど

種し
ゆ

々〴
〵

の
名
あ
り
。
そ
の
中
に
熱あ
つ

き
も
あ
り
、
ぬ
る
き
も
あ
り
、
潺せ
ん

〃〳
〵

滴て
き

々〳
〵

と
し
て
湧わ

き
い
で
漸
や
う
や
く

に
集
あ
つ
ま

り
、
や（

漸

）う
〳
〵
に
溜た
ま

り
、
樋ひ

に
引ひ

き
、
堰せ
き

に
湛た
ゞ

へ
、
又
筧
か
け
ひ

に

導み
ち
び

く
こ
と
八
町
に
し
て
市ま

街ち

の
頭
か
し
ら

に
来き
た

り
。

Ｊ
石い

し

坂ざ
か

路ミ
ち

の
中ま

央な
か

に
上う
へ

よ
り
下し
た

へ
湯ゆ

樋ど
い

を
伏ふ

せ
、
処
々
に
堰せ
き

を
作つ
く

り
、
左
右
へ
枝え
だ

樋ど
ひ

を
分わ
か

ち
て
家い
へ

々〳
〵

へ
引ひ

き
内う
ち

湯ゆ

と
す
。
固も
と

よ
り
高
き
よ
り
低ひ
く

き
へ
湯
を
遣や

り
か

け
た
れ
ば
、
皆ミ

な

湯ゆ

滝だ
き

と
な
り
て
風ふ

呂ろ

場ば

へ
落お

つ
。
家
々
に
設ま
う

け
た
る
風
呂
場
の

数か
ず

は
凡
五
十
五
箇
所
に
て
、
下し

流も

は
又
集
あ
つ
ま

り
下く
だ

り
て
市ま

街ち

の
下し
た

に
て
水ミ
づ

車
ぐ
る
ま

に

か
ゝ
る
こ
と
す
べ
て
六
箇
所
な
り
。
皆
米
を
精し

ら

ぐ
。
そ
の
末し

流も

は
更さ
ら

に
山や
ま

下し
た

の

遠を
ち

近こ
ち

の
田た

畑は
た

の
用よ
う

水す
ゐ

と
な
る
。

Ｋ
温
泉
の
熱あ

つ

度さ

は
四し
い

時じ

朝あ
さ

夕ゆ
ふ

に
し
た
が
ひ
て
そ
の
差
た
が
ひ

あ
り
と
い
へ
ど
も
、
夏
の
午ひ
る

時
は
大た
い

抵て
い

源
ミ
な
も
と

に
し
て
華く
わ

氏し

の
百
二
十
度ど

〈
こ
の
度ど

の
事
、
後
に
委
し
〉、
風ふ

呂ろ

場ば

に
て
百
十
度
乃な
い

至し

百
十
五
度
な
り
〈
冬
ハ
大
に
熱
を
減
ず
〉。
湯
元
の
渓た
に

間ま

に
五
七
年
前
、
二
ツ
岳だ
け

の
蒸む
し

湯ゆ

の
廃は
い

せ
る
頃こ
ろ

に
造つ
く

り
し
蒸
湯
の
窟あ
な

の
跡あ
と

あ

り
。
熱あ

つ

度さ

の
十
分
な
ら
ぬ
に
や
、
程ほ
ど

な
く
用も
ち

ゐ
ぬ
こ
と
に
な
り
ぬ
。

Ｌ
こ
の
温
泉
の
殊こ

と

に
奇
ふ
し
ぎ

な
り
と
す
べ
き
は
、
折を

れ
る
草く
さ

木き

の
枝え
だ

の
萎し
を

れ
た
る
を
も

湯
に
浸ひ

た

す
時と
き

は
た
ち
ま
ち
に
蘇そ

生せ
い

し
、
或
は
鯉こ
ひ

鮒ふ
な

金き
ん

魚ぎ
よ

の
類
を
湯
の
中
に
畜か

ふ

に
、
活い

き

溌〳
〵

と
泳お
よ

ぎ
て
体
か
ら
だ

肥こ

え
、
脂
あ
ぶ
ら

づ
く
こ
と
常つ
ね

の
水
に
勝ま
さ

り
、
又
余あ
ま

れ
る
水

を
田た

圃は
た

に
灌そ
ゝ

ぎ
て
培や
し
な
ひ養
の
功
き
ゝ
め

あ
る
な
ど
な
り
。
こ
れ
大
に
他
の
温
泉
に
異こ
と

な
る

所
な
り
。
泉

い
づ
み

の
色い
ろ

は
源
ハ
透す
き

明と
ほ

れ
ど
も
、
浴ふ
ろ

場ば

に
入
れ
バ
少
し
白
く
濁に
ご

る
。
樋と
ひ

の
中
の
埴あ
か

土つ
ち

の
ま
ざ
れ
る
な
る
べ
し
。
善よ

く
味
あ
ぢ
ハ

ふ
れ
バ
、
わ
づ
か
に
鹹し
ほ

気け

あ

り
。
香に

ほ
ひ臭

は
な（

無

）し
〈
源
の
湧わ
き

口く
ち

の
お
は
ぐ
ろ
と
い
ふ
も
の
、
す
こ
し
鉄か
な

気け

あ

り
、
風
呂
場
に
い
た
れ
ば
失う

す
〉。

Ｍ
凡
温
泉
の
源げ

ん

泉せ
ん

敷し
き

地ち

〈
温
泉
涌
く
処
の
地
面
の
称
な
り
〉
の
地ち

価か

は
、
各か
く

県け
ん

と

も
に
皆
そ
の
県け
ん

内な
い

の
諸し
よ

温を
ん

泉せ
ん

の
位く
ら
ゐ格
を
比く
ら
べ較
平な

均ら

し
て
定さ
だ

め
ら
る
と
い
ふ
。
然さ

る
に
関
く
わ
ん

東と
う

に
て
伊
香
保
、
熱あ
た
み海
、
箱は
こ

根ね

は
繁は
ん

昌
じ
や
う

格か
く

別べ
つ

な
り
と
て
、
こ
の
三
処

を
相あ

い

比く
ら

べ
て
定
め
ら
る
。
第
一
熱
海
、
第
二
伊
香
保
、
第
三
箱
根
と
す
と
云
。

当た
う

地ち

の
源げ
ん

泉せ
ん

敷し
き

地ち

は
、
一
段た
ん

三
百
坪つ
ぼ

に
付
き
地ち

価か

二
万
九
千
円
の
格く
ら

位ゐ

な
り
と

い
へ
り
〈
但
し
、
当
地
の
源
泉
敷
地
は
凡
十
五
坪
な
り
と
云
〉。
そ
の
貴

た
ふ
と

き
こ

と
驚

お
ど
ろ

く
べ
く
、
そ
の
繁は
ん

昌
じ
や
う

を
も
想お
も

ひ
遣や

る
べ
し
。

３　

「
伊
香
保
行
」

　

大
槻
文
彦
『
復
軒
旅
日
記
』
に
は
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
の
「
伊
香
保

行
」
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
大
槻
一
九
三
八
、
八
九
〜
九
一
頁
）。
短
い
記
録
で

あ
る
が
、
道
程
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。

　

八
月
下
旬
、
伊
香
保
に
入
浴
し
よ
う
と
思
い
、
村
松
秀
茂
方
に
空
室
が
あ
る
か

と
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
満
室
で
空
き
が
出
た
ら
電
報
を
す
る
と
の
返
書
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
通
信
を
受
け
て
九
月
三
日
に
出
発
。
根
岸
の
自
宅
か
ら
人
力

車
で
上
野
駅
に
行
き
、
九
時
四
〇
分
の
汽
車
に
乗
り
、
午
後
一
時
一
五
分
に
前
橋

着
。
そ
こ
か
ら
馬
車
鉄
道
を
使
い
二
時
一
〇
分
に
渋
川
着
。
二
〇
分
後
に
二
人
引

き
の
人
力
車
に
乗
り
、
五
時
前
に
村
松
方
（
図
３
③
）
に
着
い
た
。
汽
車
・
馬

車
・
人
力
車
通
し
往
復
割
引
切
符
二
等
で
四
円
二
二
銭
、
人
力
車
一
人
増
、
小
雨

に
て
増
賃
あ
り
と
交
通
費
を
明
記
し
て
お
り
、
連
絡
切
符
を
利
用
し
て
い
る
。

　

帰
路
に
つ
い
た
の
は
七
日
で
、
八
時
に
人
力
車
で
伊
香
保
を
出
て
五
〇
分
で
渋

川
に
到
着
。
九
時
一
〇
分
発
の
馬
車
鉄
道
に
乗
っ
て
一
〇
時
四
〇
分
に
前
橋
に
着

い
て
い
る
。
一
一
時
三
〇
分
発
（
一
五
分
遅
れ
）
の
汽
車
に
乗
り
、
午
後
三
時
過

ぎ
に
上
野
に
到
着
し
て
人
力
車
に
て
帰
宅
し
た
。

　

宿
の
主
人
・
村
松
秀
茂
（
一
八
四
三
〜
一
九
二
三
）
は
、
伊
香
保
町
の
町
長

（
一
八
九
五
〜
一
八
九
八
年
在
任
）
を
務
め
、
狂
歌
師
と
し
て
も
活
躍
し
た
人
物

で
（
伊
香
保
町
教
育
委
員
会
編
一
九
七
〇
、
八
一
〇
〜
八
一
六
頁
）、
四
泊
五
日

の
滞
在
中
、
大
槻
と
交
遊
し
て
い
る
。

　

今
回
の
旅
の
目
的
は
、
榛
名
湖
か
ら
流
れ
出
る
沼
尻
川
に
か
か
る
弁
天
の
滝
の
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碑
を
見
に
行
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
五
日
、
村
松
と
そ
の
息
子
操
）
2
（

と
三
人
で
、
伊
香

保
か
ら
約
三
キ
ロ
離
れ
た
大
滝
（
珠
簾
の
滝
）
を
み
た
あ
と
、
二
キ
ロ
ほ
ど
上
流

の
弁
天
滝
に
至
り
、
七
重
の
滝
を
経
由
し
て
宿
に
戻
っ
て
い
る
。
大
滝
、
弁
天
の

滝
、
七
重
の
滝
は
伊
香
保
周
辺
の
名
勝
と
し
て
知
ら
れ
、
鳥
瞰
図
に
も
描
か
れ
て

い
る
。
写
実
的
に
描
写
さ
れ
て
い
る
図
で
は
、
滝
の
前
に
置
か
れ
た
石
碑
も
見
出

せ
る
（
図
５
）。
ま
た
、
こ
の
頃
に
は
「
海
魚
」
も
届
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

﹇
弁
天
滝
は
：
引
用
者
注
﹈
断
崖
に
か
か
り
て
偉
観
な
り
。
殊
に
水
多
し
、
高

さ
四
丈
許
、
幅
三
丈
許
…
…
。
此
に
茶
屋
あ
れ
ど
人
な
か
り
き
。

　
　

瀑
前
の
坡
上
に
碑
あ
り
。
余
が
此
瀑
を
発
見
し
た
る
自
撰
の
文
を
余
が
明
治

三
十
二
年
に
建
て
た
る
を
（
木
暮
八
郎
担
任
せ
り
）
九
年
目
に
て
今
年
始
め
て

来
り
見
た
り
。
今
回
の
伊
香
保
行
も
実
は
之
が
為
め
な
り
。
帰
路
二
十
五
町

許
、
七
重
の
滝
に
至
る
。
茶
屋
あ
り
息
ふ
。
…
…
茶
店
に
て
雑
煮
汁
粉
な
ど
を

売
る
。
十
町
許
に
て
寓
に
帰
る
。
午
後
一
時
頃
な
り
き
。
浴
す
。
六
時
よ
り

雨
。
此
の
頃
、
海
魚
何
に
て
も
此
地
に
来
る
（
九
〇
〜
九
一
頁
）。

四　

成
島
柳
北
の
作
品

　

成
島
柳
北
（
一
八
三
七
〜
一
八
八
四
）
は
幕
臣
と
し
て
外
国
奉
行
な
ど
を
歴
任

し
、
維
新
後
に
は
欧
米
を
外
遊
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
に
『
朝
野
新
聞
』
の

局
長
に
就
任
し
て
文
人
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
た
（
前
田
一
九
七

六
）。
以
下
に
用
い
る
の
は
『
朝
野
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
で
、『
柳
北
遺
稿　

上
巻
』（
一
八
九
二
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
あ
た
ま
の
洗
濯
」
は
一
八
八
一

（
明
治
一
四
）
年
九
月
一
一
日
〜
二
四
日
、「
四
日
ノ
菖
蒲
」
は
一
八
八
四
（
明
治

一
七
）
年
六
月
二
五
日
〜
七
月
一
一
日
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

）
3
（

。
い
ず
れ
も

ま
だ
旅
先
に
い
る
間
に
連
載
が
始
ま
っ
て
い
る
。

１　

「
あ
た
ま
の
洗
濯
」

　

一
八
八
一
年
に
お
け
る
伊
香
保
へ
の
往
路
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
九
月
五

日
、
広
運
舎
の
馬
車
で
午
後
六
時
に
出
発
。
熊
谷
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
、
別
の
馬

車
が
渠
に
横
転
し
て
い
る
の
を
救
う
た
め
に
一
時
間
留
ま
っ
た
。
六
日
黎
明
に
籠

原
で
休
憩
、
一
〇
時
に
高
崎
に
着
い
て
食
事
を
と
っ
た
。
こ
こ
か
ら
人
力
車
を
雇

い
、
柏
木
沢
か
ら
登
っ
て
水
沢
観
音
に
立
ち
寄
り
、
午
後
五
時
に
木
暮
武
太
夫
の

宿
（
図
２
⑦
）
に
到
着
し
た
（
成
島
一
八
九
二
、
一
七
三
〜
一
七
五
頁
）。

　

帰
路
に
つ
い
た
の
は
九
月
一
七
日
、
伊
香
保
か
ら
渋
川
に
下
り
金
古
を
経
て
高

崎
に
達
し
、
そ
こ
で
昼
食
を
と
っ
て
午
後
一
時
に
人
力
車
で
出
発
し
た
。
烏
川
で

は
船
が
一
時
間
待
ち
、
さ
ら
に
神
流
川
も
船
で
渡
り
、
夜
に
熊
谷
に
着
い
て
宿

泊
。
一
八
日
黎
明
に
出
立
、
上
尾
の
先
で
昼
食
を
と
っ
て
向
島
須
崎
の
自
宅
に

帰
っ
た
。
強
い
南
風
で
砂
塵
を
被
り
大
い
に
辟
易
し
た
と
あ
る
。

　

帰
路
に
馬
車
を
避
け
人
力
車
を
用
い
た
理
由
と
な
っ
た
往
路
で
の
出
来
事
は
詳

細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
五
日
の
夜
半
、
鴻
巣
に
至
ろ
う
と
す
る
途
中
、
高
崎
か
ら

来
た
馬
車
の
御
者
代
理
の
馬
丁
が
強
引
に
交
渉
し
て
き
て
、
柳
北
の
乗
車
し
た
馬

車
の
御
者
と
乗
り
替
わ
っ
た
。
そ
の
馬
丁
が
乱
暴
な
運
転
で
馬
車
が
し
ば
し
ば
横

転
し
そ
う
に
な
っ
た
り
、
客
の
老
婆
が
転
落
し
た
り
し
つ
つ
、
熊
谷
に
着
い
た
。

そ
こ
で
正
規
の
御
者
を
得
て
よ
う
や
く
安
心
し
、
急
ぐ
の
で
な
け
れ
ば
こ
う
し
た

危
険
な
馬
車
に
乗
っ
て
夜
行
す
る
こ
と
は
し
な
い
と
心
に
決
め
た
と
い
う
（
一
八

六
〜
一
八
九
頁
）。

　

柳
北
は
宿
に
到
着
後
、
知
人
か
ら
一
部
屋
を
分
け
て
も
ら
い
、
一
浴
一
飲
し
た

図５　弁天の滝
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と
こ
ろ
、
気
分
が
よ
く
な
り
平
常
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
効
能
は
「
匪
夷
所

思
」（
＝
一
般
人
の
考
え
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
、
常
軌
を
逸
し
て
い
る
）
と
記

す
。「
あ
た
ま
の
洗
濯
」
と
は
、
途
上
で
頭
痛
や
眩
暈
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
来
浴

後
に
気
分
が
よ
く
な
っ
て
回
復
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
以
下
、
伊
香
保
の
こ
と

を
「
香
山
」、
自
身
の
こ
と
を
「
漁
史
」
と
表
記
し
て
い
る
。

　

六
日
…
…
香
山
ノ
浴
楼
木
暮
武
太
夫
氏
ニ
達
ス
。
遊
客
充
填
シ
一
房
ノ
佳
ナ
ル

者
ヲ
得
難
シ
。
幸
ニ
東
山
巌
君
ノ
数
房
ヲ
占
有
ス
ル
ヲ
以
テ
漁
史
請
フ
テ
其
一

房
ヲ
頒
チ
得
タ
リ
。
直
ニ
浴
シ
直
ニ
飲
ム
。
四
顧
ス
レ
バ
山
色
雲
影
ノ
奇
幻
、

人
ヲ
シ
テ
快
ト
呼
ハ
シ
ム
。
黄
昏
前
、
山
雲
ヲ
吐
キ
雷
鳴
殷
々
風
雨
驟に

わ

カ
ニ
至

ル
。
爽
涼
驚
ク
可
シ
。
…
…

　

一
浴
一
飲
ノ
後
、
精
神
快
然
ト
シ
テ
平
常
ノ
如
ク
ナ
ラ
ン
ト
ハ
嗚
呼
霊
泉
ヲ
以

テ
あ
た
ま
の
洗
濯
ヲ
為
ス
。
其
ノ
効
能
寔

ま
こ
と

ニ
匪
夷
所
思
ナ
リ
（
一
七
五
頁
）。

　

七
日
は
、
同
道
し
た
三
遊
亭
圓
生
（
五
代
目
）
が
急
に
東
京
に
戻
る
こ
と
に
な

り
、
向
山
の
料
亭
で
歌
妓
を
招
い
て
宴
会
を
し
た
。
八
日
は
読
書
・
囲
碁
で
過
ご

し
、
宿
の
主
人
・
木
暮
武
太
夫
か
ら
聞
い
た
伊
香
保
の
歴
史
を
書
き
付
け
て
い

る
。
地
券
交
付
時
の
土
地
所
有
は
大
屋
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
客
の
居
場
所
も
大

屋
の
名
前
と
部
屋
番
号
で
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

八
日
…
…
斯
カ
ル
風
土
ナ
レ
バ
此
ノ
山
中
ノ
事
ハ
大
小
ト
無
ク
大
家
十
二
戸
ノ

管
轄
ス
ル
所
ニ
テ
、
地
券
モ
皆
其
ノ
所
有
ナ
ラ
ザ
ル
無
ク
、
他
ハ
尽
ク
借
地
人

ナ
リ
。
故
ニ
小
民
ハ
大
家
ヲ
称
シ
テ
金
太
夫
様
、
八
郎
様
ト
云
ヒ
、
東
京
ノ
誰

様
ハ
平
八
郎
様
ノ
何
番
ノ
坪
ニ
在
ラ
ツ
シ
ヤ
ル
ト
称
ス
。
坪
ト
ハ
座
舗
ノ
事
ニ

テ
、
漁
史
ハ
即
チ
武
太
夫
様
ノ
二
十
三
番
ノ
坪
ニ
寓
居
致
ス
ナ
リ
（
一
七
九

頁
）。

　

九
日
は
雨
の
中
、
榛
名
湖
か
ら
榛
名
神
社
を
周
遊
し
た
。
滞
在
中
、
雨
が
続
い

た
た
め
一
〇
日
か
ら
は
来
客
を
迎
え
て
宿
で
過
ご
し
た
日
が
多
い
。
そ
う
し
た
な

か
一
一
日
は
石
段
街
最
高
所
に
あ
る
酔
月
楼
、
一
六
日
は
関
屋
に
あ
る
酒
楼
で
宴

席
を
設
け
て
い
る
。
柳
北
は
「
も
と
も
と
宴
会
と
人
集
め
が
好
き
だ
っ
た
」（
前

田
一
九
七
六
、
二
五
六
頁
）
と
い
う
。
そ
し
て
周
り
の
遊
客
が
帰
っ
て
行
く
の
を

み
て
自
身
も
帰
宅
を
決
め
た
。

　

一
七
日
と
一
八
日
の
帰
路
の
顛
末
を
記
し
た
後
、
連
載
の
最
後
に
私
評
を
付
し

て
い
る
。
伊
香
保
で
は
湯
樋
の
修
繕
が
あ
る
の
が
好
ま
し
く
、
高
崎
ま
で
の
鉄
路

が
成
功
す
れ
ば
改
善
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
食
べ
物
や
日
用
品
は
よ
く
な
い
の
で
、

こ
れ
ら
を
携
行
す
べ
き
と
説
い
て
い
る
。

　
　

附　

香
山
私
評

　

香
山
ノ
温
泉
ハ
世
人
ノ
評
ス
ル
如
ク
、
熱
海
、
函
嶺

）
4
（

ニ
比
ス
レ
バ
其
ノ
功
効
幾

分
カ
多
カ
ル
可
シ
。
唯
ダ
連
日
雨
降
レ
バ
雨
水
ノ
泉
道
ニ
注
ス
ル
ヨ
リ
暖
度
ヲ

減
ズ
ル
事
甚
ダ
シ
ク
、
鉱
気
モ
従
テ
稀
薄
ニ
ナ
レ
バ
時
々
泉
道
ノ
修
膳

（
マ
マ
）ハ

有
ラ

マ
ホ
シ
ク
思
フ
ナ
リ
。

　

魚
菜
ノ
乏
ク
シ
テ
価
ノ
貴
キ
ハ
勢
ヒ
已
ム
ヲ
得
ズ
。
且
ツ
価
ヲ
問
ハ
ザ
ル
モ
亦

得
可
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
多
シ
。
蓋
シ
高
崎
ノ
鉄
路
成
功
セ
バ
此
憾
無
キ
ニ
至
ラ

ン
。
其
レ
迄
ハ
此
ニ
遊
ブ
者
、
宜
ク
乾
物
、
漬
物
等
ヲ
携
ヘ
往
ク
ヲ
可
ト
ス
。

其
他
日
用
品
物
、
皆
極
メ
テ
悪
ク
テ
貴
シ
。
成
ル
可
ク
ハ
行
李
ニ
貯
ヘ
テ
往
ク

可
シ
（
一
八
九
〜
一
九
〇
頁
）。

　

さ
ら
に
文
末
で
は
、
伊
香
保
に
浴
す
る
者
は
必
ず
榛
名
に
遊
ぶ
べ
し
と
述
べ
た

上
で
、
榛
名
神
社
で
は
生
計
に
困
っ
て
巨
杉
や
老
檜
を
伐
っ
て
売
却
し
て
い
る
こ

と
を
惜
し
み
、
一
方
で
榛
名
湖
で
は
古
来
神
が
あ
る
と
し
て
釣
漁
す
る
者
が
な
い

の
で
、
県
の
役
人
が
老
樹
の
伐
採
を
止
め
、
漁
業
を
許
可
す
れ
ば
、
宿
に
売
っ
て

利
を
得
ら
れ
る
し
、
遊
客
も
鮮
魚
を
食
べ
ら
れ
る
の
で
一
挙
両
便
と
提
言
し
て
い

る
（
一
九
〇
〜
一
九
一
頁
）。
柳
北
は
、
新
聞
掲
載
の
紀
行
文
に
社
会
へ
働
き
か

け
る
機
能
を
導
入
さ
せ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（Fraleigh

二
〇
〇
八
）、
こ
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こ
で
も
同
様
の
意
図
が
見
て
取
れ
る
。

２　

「
四
日
ノ
菖
蒲
」

　

一
八
八
四
年
の
往
路
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
六
月
二
二
日
、
六
時
二
〇
分
の

上
野
発
の
汽
車
に
乗
り
、
高
崎
到
着
後
に
食
事
を
と
っ
て
一
一
時
に
人
力
車
で

発
っ
た
。
車
丁
は
柏
木
沢
の
道
を
と
ろ
う
と
し
た
が
、
平
坦
な
渋
川
を
行
か
せ
て

い
る
。
柳
北
は
車
を
下
り
て
歩
く
処
が
あ
る
柏
木
沢
を
経
由
し
て
客
を
欺
こ
う
と

し
た
と
憤
っ
て
お
り
、
伊
香
保
へ
の
坂
で
は
、
暑
さ
で
車
丁
が
疲
労
で
遅
く
な

り
、
自
身
も
暑
気
に
困
っ
て
休
憩
し
た
た
め
、
午
後
五
時
五
〇
分
ぐ
ら
い
に
木
暮

武
太
夫
の
宿
に
到
着
し
た
。
以
前
な
ら
ば
三
日
ほ
ど
要
し
た
の
に
、
即
日
に
達
す

る
こ
と
の
で
き
る
「
汽
車
ノ
効
用
」
は
大
き
い
と
述
べ
て
い
る
（
成
島
一
八
九

二
、
一
九
二
〜
一
九
三
頁
）。
ち
な
み
に
明
治
天
皇
が
上
野
・
高
崎
間
を
往
復
乗

車
し
開
通
式
典
が
行
わ
れ
た
の
は
同
年
六
月
二
五
日
で
あ
り
、
柳
北
は
そ
の
前
に

乗
車
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
文
中
に
と
く
に
言
及
は
な
い
。

　

帰
路
は
七
月
七
日
、
朝
五
時
に
伊
香
保
を
人
力
車
で
出
発
。
高
崎
着
は
九
時
で

早
め
の
昼
食
を
と
り
、
一
一
時
一
五
分
の
汽
車
に
乗
っ
て
、
向
島
の
自
宅
に
帰
っ

た
の
は
午
後
四
時
一
〇
分
前
で
あ
っ
た
（
二
〇
七
〜
二
〇
八
頁
）。

　

成
島
柳
北
は
こ
の
年
の
一
一
月
末
に
病
没
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
滞
在
中

も
山
道
を
昇
降
す
る
の
は
苦
し
い
と
し
て
、
邸
内
と
平
坦
な
所
以
外
は
あ
ま
り
出

歩
い
て
お
ら
ず
、
知
人
と
囲
碁
な
ど
を
し
て
宿
で
過
ご
し
た
日
が
多
い
。
こ
の
時

は
関
屋
に
設
け
ら
れ
た
紅
葉
館
支
館
の
開
業
式
に
臨
席
す
る
た
め
、
医
師
に
も
相

談
し
て
伊
香
保
滞
在
を
決
め
て
旅
立
っ
た
。「
四
日
ノ
菖
蒲
」
と
は
、
伊
香
保
は

盛
夏
に
遊
ぶ
の
に
適
し
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
早
く
出
向
い
た
こ
と
と
、
五
月

五
日
の
節
句
よ
り
先
走
っ
て
菖
蒲
を
用
意
す
る
こ
と
を
関
連
付
け
た
表
題
と
な
っ

て
い
る
。

　

到
着
し
た
二
二
日
に
は
、
鉄
道
開
通
で
面
目
一
変
す
る
勢
い
、
娼
楼
が
な
く
な

り
清
潔
に
な
っ
た
と
述
べ
つ
つ
も
、
海
の
魚
を
は
じ
め
食
材
の
乏
し
い
こ
と
を
嘆

い
て
い
る
。

　

二
四
日
で
は
、
四
年
前
と
比
べ
て
商
店
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
、
名
勝
散
策
の

た
め
新
道
が
開
か
れ
た
こ
と
に
ふ
れ
つ
つ
、
野
鄙
な
風
俗
を
除
去
し
建
築
や
割
烹

が
改
良
さ
れ
れ
ば
熱
海
と
対
峙
す
る
と
こ
ろ
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
柳
北
は
熱
海
温
泉
を
と
く
に
好
み
、
六
本
の
紀
行
文
を
ま
と
め
た
『
柳
北
仙

史　

熱
海
文
藪
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
（
武
内
一
八
八
四
）。

　

二
十
二
日
…
…
漁
史
ノ
寓
楼
ハ
各
房
皆
客
有
リ
其
繁
盛
驚
ク
可
シ
。
其
人
種
ハ

如
何
ナ
ル
者
カ
ト
窺
フ
ニ
、
半
ハ
前
橋
高
崎
辺
ノ
客
、
半
ハ
東
京
人
ナ
リ
。
其

中
ニ
官
員
ト
覚
シ
キ
者
ハ
無
シ
、
華
族
モ
更
ニ
見
当
ラ
ス
、
皆
我
党
ノ
人
ノ

ミ
。
…
…

　

名
山
モ
近
来
年
ヲ
逐
テ
開
ケ
、
殊
ニ
汽
車
ノ
便
ナ
ル
ヨ
リ
山
中
ハ
面
目
ヲ
一
変

セ
ン
ト
ス
ル
勢
ヒ
ア
リ
。
且
ツ
醜
陋
ナ
ル
娼
楼
ノ
尽
ク
放
逐
セ
ラ
レ
シ
カ
ハ
山

中
大
ニ
清
潔
ト
ナ
リ
シ
ハ
喜
フ
可
シ
。
海
魚
ハ
汽
車
ノ
便
有
レ
ト
思
ヒ
シ
ヨ
リ

乏
シ
ク
…
…
香あ

魚ゆ

モ
時
節
猶
早
ク
膳
ニ
上
ホ
ル
未
タ
多
カ
ラ
ス
。
牛
、
鶏
、
鶏

卵
、
鱒
魚
、
鰻う

な

ぎ鱺
、
泥ど
じ
ょ
う鱒
ノ
外
ハ
食
フ
可
キ
モ
ノ
無
シ
（
一
九
三
〜
一
九
四

頁
）。

　

二
十
四
日
…
…
街
上
商
店
ノ
景
況
モ
四
年
前
ト
比
ス
レ
ハ
非
常
ニ
盛
閙と

う

ヲ
加
ヘ

タ
ル
如
シ
。
且
ツ
処
々
ニ
新
道
ヲ
開
キ
名
区
ニ
遊
フ
人
ノ
為
メ
ニ
便
ヲ
諮
ル
モ

ノ
亦
鮮
ナ
カ
ラ
ス
ト
云
フ
。
…
…
東
京
ヨ
リ
来
ル
賓
客
能
ク
土
人
ヲ
誘
導
シ

テ
、
漸
々
ニ
野
鄙
ノ
風
俗
ヲ
洗
除
シ
去
ラ
ハ
、
必
ス
快
楽
ノ
今
日
ニ
過
ク
ル

万
々
ナ
ル
モ
ノ
ア
ラ
ン
。
若
シ
楼ろ

う

榭し
ゃ

ノ
建
築
、
魚
蔬
ノ
割
烹
併
テ
日
新
ノ
期
ニ

至
ラ
ハ
、
此
地
ヲ
評
シ
テ
熱
海
ト
対
峙
ス
ル
処
ト
云
フ
モ
亦
不
可
ナ
ル
無
シ

（
一
九
五
〜
一
九
六
頁
）。

　

二
六
日
は
、
東
京
・
伊
香
保
間
の
郵
便
に
三
日
か
か
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
て

い
る
。
郵
便
配
達
制
度
に
敏
感
な
の
は
、
原
稿
を
新
聞
社
へ
郵
送
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

二
八
日
に
は
、
室
内
に
い
る
こ
と
が
多
く
複
数
の
部
屋
を
掛
け
持
ち
す
る
下
女
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で
は
不
便
で
あ
っ
た
の
で
、
専
属
の
下
女
を
雇
っ
た
。
し
か
し
、
料
理
の
巧
み
な

熱
海
と
比
べ
る
と
安
く
な
い
し
、
料
理
も
自
宅
の
下
女
と
差
が
な
い
と
し
て
、
都

会
人
の
指
導
で
高
い
評
価
が
得
ら
れ
る
よ
う
変
わ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
伊
香
保
の
景
況
を
み
て
、
こ
の
山
は
遠
く
な
く
「
大
革
命
ノ
期
」
に
及

ぶ
と
い
う
。
そ
こ
で
は
伊
香
保
に
東
京
か
ら
来
客
が
あ
る
の
は
盛
夏
の
み
な
の

で
、
旧
風
を
保
っ
て
い
る
が
、
汽
車
の
開
通
に
よ
っ
て
東
京
の
有
力
者
が
進
出
す

れ
ば
、
大
屋
の
門
標
も
他
人
の
姓
名
に
書
き
改
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ

て
い
る
。
図
３
・
表
２
で
み
た
よ
う
に
、
こ
の
後
、
大
屋
の
宿
の
経
営
者
は
交
替

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
割
烹
料
理
店
に
つ
い
て
も
、
横
浜
・
千
歳
楼
や
紅
葉
館
の
進
出
に
よ
っ
て

大
き
く
変
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
紅
葉
館
と
は
一
八
八
一
（
明
冶
一
四
）
年
に
芝
公

園
紅
葉
山
で
開
業
し
た
高
級
会
員
制
料
亭
で
、
維
新
の
元
勲
を
始
め
と
し
て
、
法

律
・
政
治
・
外
交
・
実
業
・
軍
事
・
学
校
・
出
版
・
文
芸
な
ど
の
諸
領
域
で
日
本

近
代
史
を
推
進
し
て
い
っ
た
顔
ぶ
れ
が
集
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
（
岡
﨑
二
〇
一

九
）。
伊
香
保
の
紅
葉
館
は
、
関
所
跡
に
設
け
ら
れ
た
関
泉
亭
が
改
め
ら
れ
た
も

の
で
（
岸
一
八
八
四
、
一
五
丁
表
）、
鳥
瞰
図
に
も
描
か
れ
て
お
り
、
図
３
左
下

に
施
設
の
図
像
を
確
認
で
き
る
。

　

二
十
六
日
…
…
本
日
正
午
、
郷
信
及
ビ
新
聞
紙
来
ル
（
二
十
四
日
発
）。
香
山

ニ
在
テ
最
モ
不
便
ト
為
ス
者
ハ
郵
便
ノ
一
事
ナ
リ
。
東
京
ヨ
リ
来
ル
モ
香
山
ヨ

リ
発
ス
ル
モ
共
ニ
三
日
目
ナ
ラ
デ
ハ
達
セ
ス
。
…
…
浴
客
ノ
往
ク
モ
帰
ル
モ
、

朝
タ
ニ
発
シ
テ
夕
ヘ
ニ
達
ス
ル
処
ニ
シ
テ
、
郵
便
ハ
三
日
ナ
ラ
デ
ハ
達
セ
ヌ
ト

云
フ
、
遅
緩
モ
亦
甚
ダ
シ
カ
ラ
ズ
ヤ
。
熱
海
東
京
間
ノ
郵
便
ノ
両
日
ニ
シ
テ
達

ス
ル
ス
ラ
漁
史
ハ
之
ヲ
遅
シ
ト
思
ヘ
リ
（
一
九
六
〜
一
九
七
頁
）。

　

二
十
八
日
…
…
本
日
二
銭
婢
ノ
傭
ヲ
解
キ
テ
十
銭
婢
ヲ
傭
フ
。
此
地
ハ
一
婢
ニ

シ
テ
数
房
ノ
事
ヲ
受
持
ツ
者
有
リ
。
其
ノ
日
給
二
銭
、
一
婢
専
ラ
一
房
ニ
仕
フ

ル
者
ハ
其
ノ
給
十
銭
ナ
リ
。
…
…
二
銭
ノ
婢
ノ
不
便
ナ
ル
ヲ
覚
エ
、
因
テ
此
ノ

大
奮
発
大
改
革
ヲ
行
ナ
フ
。
蓋
シ
熱
海
ノ
厨
婢
ハ
其
ノ
給
廉
ニ
シ
テ
割
烹
ノ
甚

巧
ミ
ナ
ル
者
多
シ
。
本
地
ハ
不
廉
ニ
シ
テ
割
烹
ハ
漁
史
ノ
家
ノ
婢
子
ト
相
伯
仲

ス
。
…
…
今
ヨ
リ
都
人
士
ノ
屡
ハ
来
タ
リ
テ
誨
導
ス
ル
ニ
非
サ
レ
バ
其
ノ
面
目

ヲ
一
新
ス
ル
事
能
ハ
サ
ラ
ン
（
一
九
八
〜
一
九
九
頁
）。

　

熟
々
此
地
ノ
景
況
ヲ
考
察
ス
ル
ニ
遠
カ
ラ
ス
シ
テ
此
山
ハ
大
革
命
ノ
期
ニ
及
ハ

ン
ト
ス
。
…
…
香
山
ハ
熱
海
ト
異
ニ
シ
テ
東
京
人
ノ
来
ル
僅
カ
ニ
炎
熱
ノ
侯
ノ

ミ
ナ
レ
ハ
、
自
カ
ラ
旧
天
地
ノ
風
ヲ
存
シ
、
是
迄
ハ
何
事
モ
淳
樸
ニ
シ
テ
鄙
野

ナ
リ
。
然
ル
ニ
汽
車
ノ
高
崎
ニ
達
セ
シ
以
上
ハ
東
京
ト
ノ
往
来
八
時
間
ヲ
出
テ

ス
。
…
…
有
名
ナ
ル
三
四
ノ
浴
楼
ニ
ハ
三
月
比
ヨ
リ
十
月
迄
ハ
絶
エ
ス
浴
客
有

リ
ト
云
フ
。
…
…
東
京
ノ
有
力
者
ニ
シ
テ
此
山
ノ
地
ヲ
買
ヒ
併
テ
温
泉
ヲ
モ
分

ツ
テ
其
ノ
所
有
ト
セ
シ
者
往
々
有
リ
。
而
シ
テ
浴
楼
十
四
戸
ノ
大
家
ニ
テ
資
産

乏
シ
カ
ラ
ス
、
営
業
ニ
勉
強
ス
ル
者
ハ
有
名
ナ
ル
四
、
五
戸
ニ
過
キ
サ
ル
様
ナ

リ
。
其
他
ハ
…
…
長
ク
其
ノ
旧
業
ヲ
保
ツ
可
シ
ト
モ
覚
エ
ス
。
随
テ
来
遊
ノ
賓

客
モ
自
カ
ラ
少
ナ
ク
…
…
若
東
京
ノ
有
力
者
、
此
地
ニ
心
ヲ
傾
ク
ル
有
ラ
ハ
、

恐
ラ
ハ
ク
大
家
ノ
門
標
ヲ
他
人
ノ
姓
名
ニ
書
キ
改
ム
ル
ノ
変
無
シ
ト
謂
フ
可
カ

ラ
ス
。
…
…

　

目
下
ハ
向
山
ノ
割
烹
店
独
リ
全
土
ノ
利
ヲ
占
メ
タ
ル
モ
、
本
年
ハ
横
浜
ノ
千
歳

楼
茲
ニ
開
店
シ
（
六
月
二
十
九
日
）、
紅
葉
館
モ
…
…
近
キ
ニ
在
レ
ハ
、
此
山

中
在
来
ノ
易
牙

）
5
（

ハ
必
ス
辟
易
ス
ル
ニ
至
ラ
ン
。
其
他
市
街
ノ
店
…
…
四
年
前
ニ

比
ス
レ
ハ
既
ニ
面
目
ヲ
一
変
ス
（
一
九
九
〜
二
〇
〇
頁
）。

　

七
月
五
日
に
は
紅
葉
館
支
館
の
開
業
式
が
行
わ
れ
た
。「
実
ニ
香
山
開
ケ
テ
以

来
此
ク
ノ
如
キ
盛
事
ヲ
見
ス
ト
云
フ
」
と
い
う
盛
大
な
式
典
で
、
東
京
そ
の
他
か

ら
招
い
た
賓
客
、
伊
香
保
の
大
屋
一
四
戸
の
主
人
な
ど
多
く
の
客
を
迎
え
て
、
東

京
よ
り
今
朝
送
ら
れ
た
鮮
魚
を
用
い
た
料
理
、
歌
舞
な
ど
が
饗
せ
ら
れ
た
（
二
〇

四
〜
二
〇
六
頁
）。
こ
の
開
業
は
地
元
の
人
び
と
の
競
争
心
を
喚
起
し
、
奮
励
さ

せ
る
も
の
と
述
べ
て
い
る
。

　

五
日
…
…
紅
葉
館
ノ
開
業
ハ
…
…
大
ニ
将
来
土
人
一
般
ノ
競
争
心
ヲ
喚
起
シ
テ
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奮
励
セ
シ
ム
ル
ニ
足
レ
リ
ト
信
ス
。
今
ヨ
リ
山
中
数
百
年
ノ
慣
習
ヲ
脱
シ
去
テ

活
発
ノ
精
神
ヲ
発
揚
セ
シ
ム
ル
…
…
（
二
〇
六
〜
二
〇
七
頁
）。

　

翌
日
は
部
屋
で
休
み
、
七
日
に
帰
路
に
つ
い
た
。
引
用
し
た
箇
所
以
外
で
も
、

都
会
人
に
よ
っ
て
旧
風
を
一
新
し
て
い
く
こ
と
、
都
会
的
な
進
歩
を
求
め
る
意
識

が
強
く
出
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

五　

『
伊
香
保
み
や
げ
』
掲
載
の
紀
行
文

　

『
伊
香
保
み
や
げ
』
は
、
湯
治
の
徒
然
に
読
む
書
物
と
し
て
面
白
い
も
の
を
作

り
た
い
と
の
意
図
か
ら
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
出
版

で
あ
る
。
大
部
分
は
本
書
の
た
め
に
新
た
に
稿
を
起
こ
し
て
寄
せ
ら
れ
た
も
の

で
、
谷
崎
潤
一
郎
、
芥
川
龍
之
介
、
田
山
花
袋
、
大
町
桂
月
、
島
崎
藤
村
、
岡
本

一
平
な
ど
か
ら
寄
稿
さ
れ
た
四
一
作
品
を
掲
載
す
る
（
高
木
一
九
一
九
）。
以
下

で
は
松
崎
天
民
と
萩
原
朔
太
郎
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
い
。

１　

松
崎
天
民
「
子
の
出
来
る
温
泉
」

　

松
崎
天
民
（
一
八
七
八
〜
一
九
三
四
）
は
新
聞
記
者
・
文
筆
家
で
、
大
阪
朝
日

新
聞
社
、
国
民
新
聞
社
、
東
京
朝
日
新
聞
社
、
都
新
聞
社
な
ど
で
記
者
と
し
て
活

動
し
、
独
自
の
探
訪
記
事
で
知
ら
れ
た
（
坪
内
二
〇
一
一
）。
伊
香
保
は
子
宝
の

湯
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、
表
題
「
子
の
出
来
る
温
泉
」
は
そ
れ
に
ち
な
む
。

　

天
民
は
伊
香
保
に
は
二
、
三
度
遊
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
今
年
（
一
九
一
九
年
）

は
五
月
一
一
日
に
出
か
け
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
上
野
か
ら
汽
車
に
乗

り
、
高
崎
で
渋
川
行
き
の
電
車
に
乗
り
換
え
て
い
た
が
、
こ
の
と
き
は
前
橋
で
下

車
し
て
、
平
井
晩
村
と
合
流
し
て
い
る
。
前
橋
の
料
理
屋
で
昼
食
を
と
っ
て
か
ら

渋
川
行
き
の
電
車
に
乗
り
、
渋
川
で
す
ぐ
に
乗
り
換
え
て
、
夕
方
、
伊
香
保
停
車

場
に
到
着
し
た
。

　

成
島
柳
北
の
紀
行
に
書
か
れ
た
頃
と
比
べ
て
、
電
車
開
通
後
の
伊
香
保
の
繁
栄

ぶ
り
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
伊
香
保
の
特
色
と
い
う
温
泉
組
合
事
務
所
付
近
か
ら

石
段
街
を
見
上
げ
る
構
図
は
、
絵
は
が
き
で
も
定
番
と
な
っ
て
い
た
（
図
６
）。

こ
の
構
図
は
『
伊
香
保
志
』
の
挿
絵
（
図
４
上
）
と
も
一
致
す
る
。
停
車
場
付
近

の
八
千
代
公
園
や
貸
別
荘
の
開
発
は
、
木
暮
武
太
夫
に
よ
っ
て
明
治
末
以
降
に
進

め
ら
れ
た
も
の
で
（
木
暮
一
九
五
九
、
五
〜
七
頁
）、
鳥
瞰
図
で
も
確
認
で
き
る

（
関
戸
二
〇
〇
二
）。

　

今
回
は
「
二
日
一
夜
の
旅
」
で
あ
り
、
翌
日
正
午
に
伊
香
保
停
車
場
を
出
発

し
、
午
後
六
時
頃
に
東
京
渋
谷
の
自
宅
に
帰
っ
て
い
る
（
松
崎
一
九
一
九
、
二
二

五
〜
二
三
六
頁
）。
交
通
手
段
の
改
良
に
よ
り
、
こ
う
し
た
一
泊
旅
行
が
可
能
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

前
橋
よ
り
渋
川
ま
で
の
電
車
路
に
、
上
州
群
山
の
眺
望
を
恣

ほ
し
い
ま
まに

せ
ん
こ
と

は
、
予
が
多
年
の
宿
志
な
り
し
も
の
を
、
あ
わ
れ
心
憎
の
雨
や
。
…
…
麓
よ
り

温
泉
場
ま
で
は
、
二
里
に
余
る
道
程
な
れ
ど
、
海
抜
二
千
六
百
尺
を
登
り
行
く

電
車
は
、
右
に
左
に
八
十
七
曲
り
し
て
…
…
這
ふ
や
う
に
し
て
進
む
。
…
…
伊

香
保
の
終
点
に
達
す
。
山
上
の
停
車
場
に
し
て
は
、
如
何
に
も
ハ
イ
カ
ラ
風

に
、
小
じ
ん
ま
り
と
出
来
た
る
出
口
に
立
ち
て
、
夕
暮
れ
の
伊
香
保
を
仰
げ

ば
、
榛
名
の
相
馬
岳
な
ど
を
背
景
と
せ
る
温
泉
町
は
、
シ
ヨ
ボ
降
る
雨
の
中
に

図６　伊香保温泉の石段街の景観

右に丸本旅館，左に木村旅館がみえる

ので位置を特定できる。
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閑
寂
な
り
（
二
二
八
〜
二
二
九
頁
）。

　
　

今
は
数
十
軒
の
温
泉
旅
舎
在
り
て
、
年
と
共
に
繁
昌
し
、
御
用
邸
も
在
れ

ば
、
有
栖
川
宮
、
竹
田
宮
様
な
ど
も
御
来
浴
あ
り
。
大
正
六
年
に
は
延
人
員
三

十
万
七
千
八
百
九
十
八
人
の
入
浴
者
あ
り
て
、
箱
根
な
ど
よ
り
も
繁
昌
し

…
…
。
今
は
水
力
電
気
が
出
来
て
、
電
燈
電
話
に
も
事
欠
か
ね
ば
、
難
工
事
の

電
車
も
開
通
し
、
日
本
一
流
の
温
泉
場
と
し
て
持も

て

囃は
や

さ
れ
て
居
れ
ど
…
…
成
島

柳
北
翁
の
紀
行
に
書
か
れ
し
頃
の
伊
香
保
は
、
其
名
も
大
に
現
れ
ず
、
淋
し
き

山
中
の
温
泉
村
な
り
し
な
ら
ん
（
二
三
一
頁
）。

　
　

翌
朝
は
…
…
伊
香
保
の
町
を
そ
ゞ
ろ
歩
く
。
…
…
温
泉
に
依
り
て
生
計
せ
る

町
の
家
並
は
、
山
の
勾
配
に
従
つ
て
段
々
と
な
り
、
上
の
床
は
下
の
庇

ひ
さ
し

と
相

隣
せ
る
な
ど
、
他
に
て
は
見
ら
れ
ぬ
風
趣
あ
り
。

　

温
泉
組
合
事
務
所
の
前
あ
た
り
よ
り
、
一
路
通
ず
る
石
段
道
を
仰
ぎ
見
れ
ば
、

初
め
て
伊
香
保
の
特
色
あ
る
温
泉
町
の
気
分
を
感
ず
べ
し
。
右
左
へ
通
ず
る
に

は
、
旅
館
の
中
庭
を
勝
手
に
通
り
行
く
に
て
、
そ
こ
に
は
滞
在
の
湯
治
客
が
、

手
拭
や
浴
衣
な
ど
を
欄
に
干
し
、
寝
こ
ろ
び
て
雑
誌
な
ど
を
読
み
居
る
姿
を
見

る
（
二
三
二
〜
二
三
三
頁
）。

　
　

町
の
散
歩
よ
り
帰
つ
て
、
ま
た
小
さ
き
浴
槽
に
入
り
、
軽
き
汗
を
流
し
て

朝あ

さ

げ餐
の
膳
に
向
ふ
。
紅
き
躑
躅
に
早
く
し
て
、
黄
な
る
山
吹
今
を
盛
り
の
八
千

代
公
園
に
は
、
森
々
た
る
樹
立
あ
り
、
湯
の
流
れ
あ
り
と
。
亭ち

ん

あ
り
。
別
荘
は

八
畳
二
室
、
六
畳
三
室
、
四
畳
半
一
室
に
、
上
下
の
便
所
、
台
所
、
浴
槽
な
ど

あ
り
て
、
一
家
を
挙
げ
て
来
り
住
む
に
適よ

し
。
盛
夏
七
八
月
を
三
百
円
近
き
家

賃
に
て
、
何
人
に
も
貸
与
す
る
由
な
れ
ば
、
大
概
某
の
侯
爵
、
某
の
子
爵
に
予

約
あ
り
て
、
普
通
の
座
敷
に
て
も
、
七
八
月
は
一
人
を
容
る
ゝ
の
空
室
も
無
し

と
ぞ
。
静
な
る
伊
香
保
に
遊
び
て
、
心
身
の
悶
々
を
忘
れ
ん
と
す
る
人
に
は
、

四
五
六
月
の
晩
春
初
夏
か
、
九
十
月
の
秋
を
選
む
が
最
も
適
し
（
二
三
五
〜
二

三
六
頁
）。

２　

萩
原
朔
太
郎
「
石
段
上
り
の
街
」

　

萩
原
朔
太
郎
（
一
八
八
六
〜
一
九
四
二
）
は
前
橋
生
ま
れ
の
詩
人
で
、
伊
香
保

へ
は
子
ど
も
の
時
か
ら
度
々
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
第
一
詩
集
『
月
に
吠
え
る
』

の
出
版
は
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
で
あ
り
、「
石
段
上
り
の
街
」
は
詩
人
と
し

て
の
名
声
を
高
め
た
あ
と
に
執
筆
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
特
定
の
旅
行

に
つ
い
て
記
し
た
し
た
も
の
で
は
な
く
、
朔
太
郎
が
ど
の
よ
う
に
伊
香
保
を
捉
え

て
い
た
か
が
、
よ
く
わ
か
る
作
品
に
な
っ
て
い
る
（
萩
原
一
九
一
九
、
二
七
一
〜

二
八
五
頁
）。

　

朔
太
郎
の
温
泉
の
好
み
は
、
独
自
の
視
点
に
よ
っ
て
い
る
。「「
田
舎
者
の
湯
治

場
」
と
い
つ
た
感
じ
の
す
る
所
は
何
よ
り
も
嫌
ひ
だ
」（
二
七
三
頁
）、「
皆
嫌
ひ

な
温
泉
ば
か
り
で
、
好
き
だ
と
言
ふ
の
は
一
つ
も
な
い
。
自
分
の
好
き
な
注
文
を

言
へ
ば
…
…
都
会
風
の
明
る
い
感
じ
の
者
で
、
小
ぢ
ん
ま
り
と
し
て
居
る
所
が
好

い
」（
二
七
五
〜
二
七
六
頁
）
と
い
う
。

　

朔
太
郎
は
、
中
庸
的
、
女
性
的
と
い
っ
た
言
葉
で
伊
香
保
を
捉
え
て
い
る
。

騒
々
し
い
夏
や
百
姓
が
詰
め
か
け
る
秋
で
は
な
く
、「
静
か
な
華
や
か
さ
」
が
感

じ
ら
れ
る
晩
春
・
初
夏
を
薦
め
て
い
る
。
ま
た
、
建
物
の
密
集
し
た
石
段
街
の
も

つ
独
特
な
雰
囲
気
や
電
車
停
車
場
付
近
の
都
会
的
な
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
　

若
い
新
趣
味
の
人
に
は
食
ひ
足
ら
ず
、
古
い
老
人
に
は
漢
詩
的
風
情
が
な
さ

す
ぎ
る
所
か
ら
、
一
般
に
伊
香
保
の
愛
顧
者
は
穏
健
な
婦
人
に
多
い
（
二
七
二

頁
）。

　
　

伊
香
保
は
中
庸
的
の
温
泉
で
あ
る
か
ら
、
自
分
の
趣
味
で
好
き
と
い
ふ
に
は

不
適
当
だ
が
、
嫌
ひ
と
い
ふ
や
う
な
所
は
全
く
な
い
。
…
…
何
度
行
つ
て
も
そ

の
度
毎
に
親
し
み
の
あ
る
や
う
な
、
比
較
的
飽
き
な
い
温
泉
で
あ
る
（
二
七
七

〜
二
七
八
頁
）。

　
　

伊
香
保
の
特
色
は
、
だ
れ
も
感
ず
る
如
く
、
そ
の
石
段
あ
が
り
の
市
街
に
あ

る
。
実
際
伊
香
保
の
町
は
、
全
部
石
垣
で
出
来
て
居
る
と
言
つ
て
も
好
い
。
そ

の
石
段
の
両
側
に
は
、
土
産
物
の
寄
木
細
工
を
売
る
店
や
、
か
う
い
ふ
町
に
適
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当
な
小
綺
麗
の
小
間
物
屋
や
、
舶
来
煙
草
を
飾
つ
た
店
や
、
中
庭
に
廻
廊
の
あ

る
二
層
三
層
の
温
泉
旅
館
が
、
軒
と
軒
と
を
重
ね
合
せ
て
、
ご
て
ご
て
と
不
規

則
に
並
ん
で
居
る
。
そ
し
て
そ
の
石
段
道
の
一
方
か
ら
は
、
絶
え
ず
温
泉
く
さ

い
湯
気
が
朦
々
と
立
ち
登
つ
て
、
如
何
に
も
温
泉
場
ら
し
い
特
異
の
感
じ
が
す

る
。
そ
れ
に
山
の
霧
が
多
い
の
で
、
い
つ
も
水
蒸
気
で
町
の
軒け

ん

燈と
う

が
紅
色
に
か

す
ん
で
、
一
層
山
間
都
市
の
華
や
か
な
感
じ
を
深
め
る
。
ま
た
伊
香
保
の
町

は
、
全
体
に
細
い
横
丁
や
路
次
の
多
い
、
抜
道
だ
ら
け
の
町
で
あ
る
。
人
の
家

の
中
庭
を
突
つ
き
つ
て
街
路
へ
出
た
り
、
狭
い
石
垣
の
下
を
通
つ
て
横
丁
へ
出

た
り
、
勝
手
口
の
や
う
な
裏
道
を
迂
廻
し
た
り
、
小
さ
な
坂
を
登
つ
た
り
降
り

た
り
す
る
所
が
多
い
（
二
七
八
〜
二
七
九
頁
）。

　
　

今
の
伊
香
保
の
第
一
印
象
は
、
電
車
の
停
車
場
附
近
で
あ
る
が
、
あ
の
辺
の

気
分
も
悪
く
な
い
。
第
一
、
あ
ゝ
し
た
山
の
中
に
、
電
車
の
停
車
場
と
い
ふ
や

う
な
者
が
あ
る
と
、
そ
の
辺
の
空
気
を
奇
体
に
明
る
く
す
る
。
…
…
適
度
の
文

明
的
人
工
物
は
、
自
然
を
し
て
軽
快
な
ら
し
め
、
森
や
林
や
山さ

ん

巒ら
ん

に
、
微
か
な

香
水
の
匂
ひ
を
あ
た
へ
る
。
緑
蔭
に
於
け
る
白
の
ベ
ン
チ
、
野
景
に
於
け
る
女

の
パ
ラ
ソ
ル
等
も
、
ま
た
こ
の
意
味
で
の
よ
い
人
工
的
反
映
で
あ
る
。
新
緑
の

中
を
走
る
電
車
、
そ
れ
は
伊
香
保
の
追
憶
の
中
で
、
最
も
情
緒
の
高
い
も
の
で

あ
ら
う
（
二
七
九
〜
二
八
〇
頁
）。

　
　

伊
香
保
の
い
ち
ば
ん
い
ゝ
季
節
は
、
晩
春
四
五
月
か
ら
、
初
夏
の
六
七
月
へ

か
け
た
時
期
で
あ
る
。
真
夏
の
伊
香
保
は
、
自
然
と
し
て
も
初
夏
の
そ
れ
に
劣

る
が
、
何
し
ろ
悪
い
こ
と
は
、
文
字
の
通
り
の
意
味
で
雑ざ

っ

鬧と
う

混
雑
を
極
め
る
こ

と
で
あ
る
。
…
…
温
泉
場
の
気
分
は
「
静
か
な
華
や
か
さ
」
に
あ
つ
て
「
賑
や

か
な
騒
々
し
さ
」
に
な
い
の
だ
か
ら
。
と
は
い
へ
秋
の
伊
香
保
も
ま
た
感
心
し

な
い
。
自
然
は
相
当
に
美
し
い
が
、
何
分
近
在
の
百
姓
が
大
勢
詰
め
か
け
る
の

で
、
伊
香
保
そ
の
も
の
の
空
気
が
、
ま
る
で
田
舎
の
温
泉
場
に
変
つ
て
し
ま

ふ
。
そ
の
頃
の
伊
香
保
は
、
何
と
な
く
感
じ
が
黒
ず
ん
で
陽
快
な
所
が
な
い

（
二
八
〇
〜
二
八
一
頁
）。

　
　

こ
の
温
泉
の
空
気
を
代
表
す
る
浴
客
は
、
主
と
し
て
都
会
の
中
産
階
級
の
人

で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
さ
う
し
た
人
た
ち
の
若
い
夫
人
や
娘
た
ち
│
│
…
…
不

如
帰
の
女
主
人
公
を
思
は
せ
る
や
う
な
、
少
し
く
旧
式
な
温
順
さ
を
も
つ
た
、

ど
こ
か
病
身
ら
し
い
細
顔
の
女
た
ち
│
│
で
あ
る
。
前
に
伊
香
保
の
愛
顧
者
は

女
性
に
多
い
と
言
つ
た
が
、
つ
ま
り
そ
の
女
性
と
は
か
う
い
つ
た
よ
う
な
、
中

庸
的
の
夫
人
や
娘
た
ち
で
あ
る
。
不
思
議
に
伊
香
保
と
い
ふ
所
は
、
何
か
ら
何

ま
で
女
性
的
で
あ
り
中
庸
的
で
あ
る
（
二
八
四
〜
二
八
五
頁
）。

六　

お
わ
り
に

　

温
泉
地
は
明
治
期
以
降
、
長
期
滞
在
客
が
療
養
す
る
湯
治
場
か
ら
短
期
滞
在
の

遊
覧
客
を
迎
え
る
観
光
地
へ
と
推
移
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
は
伊
香
保
の
位
置
づ

け
を
明
確
に
す
る
た
め
に
熱
海
と
対
比
し
た
い
。

　

『
日
本
鉱
泉
誌
』
掲
載
の
明
治
初
期
の
入
浴
客
数
を
み
る
と
、
熱
海
三
万
四
三

六
八
人
（
一
八
八
二
〜
八
三
年
平
均
）、
伊
香
保
二
万
四
八
八
三
人
（
一
八
八
〇

〜
八
二
年
平
均
）
で
あ
り
、
熱
海
が
上
回
っ
て
い
た
。
熱
海
は
温
暖
な
地
で
避
寒

客
も
多
く
訪
れ
て
通
年
で
賑
わ
っ
て
い
た
が
、
伊
香
保
は
春
か
ら
秋
ま
で
の
季
節

営
業
で
あ
っ
た
。

　

東
京
と
熱
海
の
あ
い
だ
に
は
週
一
回
の
定
期
汽
船
が
あ
り
、
五
時
間
ほ
ど
で
結

ん
で
い
た
の
で
（
内
務
省
衛
生
局
一
八
八
六
、
一
四
五
頁
）、
伊
香
保
と
比
べ
れ

ば
、
移
動
が
容
易
だ
っ
た
と
い
え
る
。
村
山
良
太
郎
『
熱
海
土
産
保
養
の
栞
』

（
一
八
九
七
年
）
の
交
通
案
内
を
み
る
と
、
東
京
か
ら
熱
海
ま
で
、
海
路
は
汽

船
、
陸
路
は
国
府
津
ま
で
は
東
海
道
線
、
小
田
原
ま
で
は
馬
車
鉄
道
、
熱
海
ま
で

は
客
車
を
人
が
押
し
て
運
ぶ
人
車
軌
道
が
案
内
さ
れ
て
い
る
（
関
戸
二
〇
一

二
）。
国
鉄
熱
海
駅
開
業
は
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
の
こ
と
で
、
陸
路
の
整

備
は
伊
香
保
よ
り
も
遅
れ
た
。

　

一
九
二
五
年
の
入
浴
客
数
を
比
べ
る
と
、
熱
海
一
五
万
四
三
八
六
人
、
伊
香
保

二
二
万
五
〇
三
七
人
と
な
っ
て
い
て
、
伊
香
保
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
（
関
戸

二
〇
〇
七
、
一
七
一
頁
）。
こ
の
よ
う
に
入
浴
客
数
か
ら
み
る
と
、
成
島
柳
北
が
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「
大
革
命
」
と
表
現
し
た
大
き
な
変
化
が
伊
香
保
に
お
い
て
生
じ
た
こ
と
、
温
泉

街
が
急
速
に
発
展
し
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　

大
槻
文
彦
や
成
島
柳
北
が
伊
香
保
を
訪
れ
た
頃
は
、
夏
を
中
心
に
賑
わ
い
、
長

期
滞
在
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の
で
、
宿
泊
客
同
士
が
交
遊
を
深
め
る
場
と
も
な
っ

て
い
た
。
成
島
柳
北
は
伊
香
保
に
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
下

女
や
割
烹
料
理
店
の
食
事
に
不
満
を
も
ち
、
改
善
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

松
崎
天
民
と
萩
原
朔
太
郎
の
作
品
を
読
む
と
、
大
正
期
に
お
け
る
伊
香
保
の
繁

昌
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
石
段
の
両
側
に
並
ぶ
店
舗
や
大
き
な
旅
館
が
段
を
な
し

て
い
る
街
並
み
の
趣
、
石
段
街
か
ら
横
丁
や
裏
道
に
入
っ
た
り
、
旅
館
の
中
庭
を

抜
け
て
行
っ
た
り
す
る
と
き
の
温
泉
街
の
風
情
、
停
車
場
付
近
の
ハ
イ
カ
ラ
な
雰

囲
気
な
ど
を
追
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ち
な
み
に
伊
香
保
に
女
性
客
が
多
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
大
正
期
に
は

全
国
的
に
み
て
男
性
客
の
方
が
多
か
っ
た
が
、『
全
国
温
泉
鉱
泉
ニ
関
ス
ル
調
査
』

（
一
九
二
三
年
）
に
お
い
て
一
五
万
人
以
上
の
入
浴
客
を
集
め
て
い
た
一
六
の
温

泉
地
を
比
較
す
る
と
、
伊
香
保
は
湯
田
（
山
口
県
）
に
次
い
で
女
性
の
割
合
が
多

く
、
男
性
の
割
合
は
五
〇
・
五
％
に
留
ま
っ
て
い
た
。
一
方
の
熱
海
は
男
性
の
割

合
が
六
三
・
二
％
と
高
か
っ
た
（
関
戸
二
〇
一
八
、
二
〇
二
頁
）。

　

明
治
・
大
正
期
は
、
盛
ん
に
紀
行
文
が
書
か
れ
、
か
つ
読
ま
れ
た
時
代
で
あ
っ

た
。
案
内
書
に
も
先
人
の
紀
行
文
や
詩
歌
な
ど
を
掲
載
す
る
も
の
が
多
く
、
旅
行

と
読
書
が
結
び
つ
い
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
案
内
書
や
紀
行
文
の
テ
ク
ス
ト
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
旅
行
中
の
経
験
や
そ
の
当
時
社
会
的
に
共
有
さ
れ
て
い
た
場
所

イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

［
注
］

（
1
）
群
馬
県
に
お
け
る
公
娼
廃
止
の
過
程
の
な
か
で
、
伊
香
保
村
は
最
も
早
く
そ
の
対
象
と

な
っ
た
。
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
四
月
に
貸
座
敷
及
び
娼
妓
稼
の
廃
止
に
関
す
る
群

馬
県
の
布
達
が
出
さ
れ
た
。「
翌
年
六
月
に
到
り
悉
く
他
に
転
業
し
全
く
廃
娼
地
と
な

り
、
返
つ
て
温
泉
の
神
秘
的
気
分
を
味
は
わ
せ
た
り
」（
狩
野
一
九
三
〇
、
四
〜
六
頁
）

と
廃
娼
が
実
行
さ
れ
た
。
伊
香
保
村
は
、
湯
中
子
村
、
水
沢
村
と
合
併
し
て
一
八
八
九
年

に
伊
香
保
町
と
な
っ
た
。

（
2
）
旧
姓
村
松
、
国
語
学
者
、
方
言
研
究
の
基
礎
を
作
っ
た
東
条
操
（
一
八
八
四
〜
一
九
六

六
）。
文
中
に
「
今
年
九
月
東
京
帝
国
大
学
文
科
国
語
科
生
と
な
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る

（
大
槻
一
九
三
八
、
九
〇
頁
）。

（
3
）『
朝
野
新
聞
』
へ
の
掲
載
日
は
、Fraleigh

（
二
〇
〇
八
）
に
よ
る
。

（
4
）
函
嶺
は
箱
根
の
異
称
。

（
5
）
易
牙
は
中
国
春
秋
時
代
の
料
理
人
。

［
参
考
文
献
］

伊
香
保
町
教
育
委
員
会
編
（
一
九
七
〇
）『
伊
香
保
誌
』
伊
香
保
町
役
場
。

大
槻
文
彦
（
一
八
八
二
）『
伊
香
保
志　

巻
一
』
国
文
社
。

大
槻
文
彦
（
一
九
三
八
）『
復
軒
旅
日
記
』
冨
山
房
。

岡
﨑　

一
（
二
〇
一
九
）「
明
治
文
化
史
の
中
の
料
亭
―
著
名
人
の
日
記
を
基
に
―
」
人
文
学

報
告
（
首
都
大
学
東
京
）
五
一
五
―

一
〇
、
一
七
〜
五
七
頁
。

狩
野
平
六
（
一
九
三
〇
）『
群
馬
県
公
娼
廃
止
沿
革
史
』
群
馬
県
警
察
部
。

岸　

又
太
郎
（
一
八
八
四
）『
伊
香
保
温
泉
略
説
』
東
陽
堂
。

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
（
二
〇
〇
八
ａ
）『
榛
名
・
伊
香
保
文
学
紀
行
―
旅
人
た
ち

の
も
の
が
た
り
―
』
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
。

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
（
二
〇
〇
八
ｂ
）『
青
き
上
に
―
榛
名
・
伊
香
保
文
学
紀 

行
―
』
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
。

木
暮
三
郎
（
一
八
九
七
）『
伊
香
保
の
温
泉
』
木
村
貞
次
郎
。

木
暮
武
太
夫
（
一
九
五
九
）『
名
家
香
山
記
』（
再
版
増
補
版
）
木
暮
武
太
夫
。

関
戸
明
子
（
二
〇
〇
二
）「
鳥
瞰
図
に
描
か
れ
た
伊
香
保
温
泉
の
景
観
」
え
り
あ
ぐ
ん
ま
八
、

二
三
〜
四
〇
頁
。

関
戸
明
子
（
二
〇
〇
七
）『
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
温
泉
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
。

関
戸
明
子
（
二
〇
一
二
）「
案
内
書
か
ら
み
た
明
治
期
の
熱
海
温
泉
」
現
代
風
俗
研
究
会
年
報

三
三
、
一
二
〜
二
一
頁
。
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関
戸
明
子
（
二
〇
一
八
）『
草
津
温
泉
の
社
会
史
』
青
弓
社
。

関
戸
明
子
（
二
〇
二
〇
）「
前
橋
・
高
崎
周
辺
の
街
道
と
利
根
川
へ
の
架
橋
」
地
図
中
心
五
五

七
、
八
〜
九
頁
。

関
戸
明
子
（
二
〇
二
三
）「
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
の
紀
行
文
に
み
る
妙
義
山
登
山
」
群
馬
大

学
共
同
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
編
）
七
二
、
三
七
〜
五
六
頁
。

高
木
角
治
郎
編
（
一
九
一
九
）『
伊
香
保
み
や
げ
』
伊
香
保
書
院
。

武
内
馬
渓
編
（
一
八
八
四
）『
柳
北
仙
史　

熱
海
文
藪
』
世
古
六
之
助
。

千
葉
正
士
・
石
村
善
助
・
小
林
三
衛
・
北
條　

浩
（
一
九
六
四
）「
伊
香
保
」、
川
島
武
宣
・ 

潮
見
俊
隆
・
渡
辺
洋
三
編
『
温
泉
権
の
研
究
』
勁
草
書
房
、
三
四
四
〜
三
八
一
頁
。

坪
内
祐
三
（
二
〇
一
一
）『
探
訪
記
者
松
崎
天
民
』
筑
摩
書
房
。

内
務
省
衛
生
局
編
（
一
八
八
六
）『
日
本
鉱
泉
誌　

中
巻
』
報
行
社
。

成
島
復
三
郎
編
（
一
八
九
二
）『
柳
北
遺
稿　

上
巻
』
博
文
館
。

萩
原
朔
太
郎
（
一
九
一
九
）「
石
段
上
り
の
街
」、
高
木
角
治
郎
編
『
伊
香
保
み
や
げ
』
伊
香
保

書
院
、
二
七
一
〜
二
八
五
頁
。

北
條　

浩
編
（
一
九
六
三
）『
旧
慣
温
泉
権
史
料
集
―
群
馬
県
伊
香
保
町
千
明
仁
泉
亭
文
書
―
』

宗
文
館
書
店
。

前
田　

愛
（
一
九
七
六
）『
成
島
柳
北
』
朝
日
新
聞
社
。

松
崎
天
民
（
一
九
一
九
）「
子
の
出
来
る
温
泉
」、
高
木
角
治
郎
編
『
伊
香
保
み
や
げ
』
伊
香
保

書
院
、
二
二
五
〜
二
三
六
頁
。

森
本　

春
（
一
八
八
〇
）『
伊
香
保
温
泉
独
案
内
』
森
本
春
。

山
村
順
次
（
一
九
六
九
）「
伊
香
保
・
鬼
怒
川
に
お
け
る
温
泉
観
光
集
落
形
成
の
意
義
―
集
落

の
社
会
経
済
構
造
か
ら
み
た
―
」
地
理
学
評
論
四
二
、
四
八
九
〜
五
〇
五
頁
。 

M
atthew

 Fraleigh

（
二
〇
〇
八
）「
国
際
人
成
島
柳
北
の
旅
し
た
明
治
日
本
」
国
際
日
本
文
学

研
究
集
会
会
議
録
三
一
、
四
九
〜
六
六
頁
。

［
付
記
］

　

『
伊
香
保
志
』
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
久
保
康
顕
氏
の
教
示
を
え
た
。
本
研
究
は
、JSPS

科

研
費
（
基
盤
研
究
（
C
）22K

01057

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

 

（
令
和
五
年
九
月
二
十
七
日
受
理
）

関　戸　明　子
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